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西
日
本
新
聞（
二
〇
一
三
年
二
月
八
日
朝

刊
）に
、
福
岡
県
が
、
重
症
心
身
障
害
児
・

者（
以
下
、
重
症
児
者
）の
現
状
と
ニ
ー
ズ

を
把
握
す
る
た
め
に
実
態
調
査
を
行
な
い
、

結
果
が
次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

重
症
児
者
の
総
数
は
県
全
体
で
三
、〇
一
九

人
、
そ
の
う
ち
在
宅
は
一
、九
三
八
人
で
、

約
六
四
％
。
ほ
ぼ
全
体
の
三
分
の
二
が
在
宅

重
症
児
者
な
の
で
す
。
一
八
歳
未
満
で
は
、

実
に
、
八
九
％
、
大
半
が
在
宅
で
暮
ら
し
て

い
る
と
言
い
ま
す
。
何
ら
か
の
事
情
で
重
症

児
施
設
に
入
れ
な
い
・
入
ら
な
い
重
症
児

者
が
多
数
い
る
の
で
す
。
西
日
本
新
聞
は
、

「
と
ま
り
木
ど
こ
に
　
在
宅
障
害
者
の
家
族

は
」と
６
回
の
シ
リ
ー
ズ
を
組
み
、
在
宅
障

害
児
者
の
家
族
、
と
り
わ
け
母
親
た
ち
の

悪
戦
苦
闘
、
胸
に
迫
る
介
護
の
現
実
が
具

体
的
に
語
ら
れ
て
い
ま
す
。「
母
親
が
長
男

を
預
け
る
の
も
、
弟
の
運
動
会
な
ど
前
も
っ

て
日
程
が
分
か
る
場
合
だ
け
」「
急
な
病
気

で
自
分
が
緊
急
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
入
院
先
が
息
子
の
受
け
入
れ
を
拒
ん

だ
」「
運
が
良
か
っ
た
、
で
済
ま
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
あ
ま
り
に
も
多
い
」「
自
分
が
動
け
な

く
な
っ
た
ら
、
ど
う
す
る
か
。
頭
か
ら
離

れ
な
い
」な
ど
子
の
ケ
ア
を
一
身
に
背
負
う

「
安
眠
を
知
ら
ぬ
母
」の
姿
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　
い
ま
、
久
山
療
育
園
重
症
児
者
医
療
療
育

セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
久
山
療
育
園
）が
在
宅

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
始
め
た

こ
と
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
久
山
療
育
園
が
積
み
上
げ
て
き

た
経
験
・
知
識
、
と
り
わ
け
、「
児
・
者
分
離
」

や「
療
育
と
医
療
の
分
離
」と
い
う
強
力
な

流
れ
に
押
し
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
障
害
児

者
に
不
可
欠
な「
児
・
者
一
貫
性
」、「
療
育
・

医
療
の
必
要
性
」を
広
げ
る
一
つ
の
チ
ャ
ン

ス
と
な
り
得
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
そ

れ
は
ま
た
、
久
山
療
育
園
の「
障
害
児
者
を

社
会
の
中
心
に
」と
い
う「
初
め
の
志
」に
も

通
じ
る
と
思
い
ま
す
。
久
山
療
育
園
で
時
々

引
用
さ
れ
る
聖
書
に
、
使
徒
パ
ウ
ロ
の
次

の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
神
は
見
劣
り
の
す

る
部
分
を
い
っ
そ
う
引
き
立
た
せ
て
、
体

を
組
み
立
て
ら
れ
ま
し
た
」（
コ
リ
ン
ト
一

　
一
二
章
二
四
節
）。
と
こ
ろ
が
、
原
文
の

ギ
リ
シ
ャ
語
は
、「
し
か
し
神
は
、
栄
誉
の

欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
も
っ
と
豊
か
に
栄

誉
を
与
え
、
か
ら
だ
を
組
み
立
て
ら
れ
ま

し
た
。」と
い
う
驚
く
べ
き
言
葉
な
の
で
す
。

こ
れ
こ
そ
、
神
の
国
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、

私
た
ち
の
社
会
や
世
界
が
映
し
出
す
よ
う

に
努
力
す
べ
き
モ
デ
ル
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

在
宅
障
害
児
者
に
支
援
の
愛
の
手
を

福
岡
城
西
キ
リ
ス
ト
教
会
名
誉
牧
師
　
安
藤
　
榮
雄
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久
山
療
育
園
重
症
児
者
医
療
療
育
セ

ン
タ
ー
（
以
下
久
山
療
育
園
）の
支
援

組
織
で
あ
る
バ
プ
テ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ー
友

の
会（
以
下
コ
ロ
ニ
―
友
の
会
）は
総
会

で
２
０
１
３
年
度
の
活
動
テ
ー
マ
を

「
改
め
て
、
コ
ロ
ニ
―
友
の
会
活
動
の

強
化
を
目
ざ
し
て
―
新
し
い
在
宅
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
久
山
療
育

園
へ
の
伴
走
を
と
お
し
て
ー
」
と
し
、

特
別
な
取
り
組
み
と
し
て
①「
在
宅
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」第
２
次
基
本
計
画

の「
在
宅
支
援
棟
」と「
ケ
ア
ー
ホ
ー
ム
・

ひ
さ
や
ま
」の
建
築
資
金
作
り
の
募
金

協
力
と
②
年
間
１
，
２
０
０
万
円
の
赤

字
収
支
が
予
想
さ
れ
る「
ケ
ア
ー
ホ
ー

ム
・
ひ
さ
や
ま
」へ
の
運
営
支
援
の
推

進
強
化
を
決
議
し
ま
し
た
。
そ
の
総
会

の
場
に
お
い
て
の
こ
と
で
す
が
、「
事
前

に
１
，
２
０
０
万
円
も
の
赤
字
が
予
想

さ
れ
る
事
業
に
久
山
療
育
園
は
な
ぜ
取

り
組
む
の
か
、
改
め
て
説
明
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
・
・
」
と
い
う
意
見
が
出

ま
し
た
。「
ケ
ア
ー
ホ
ー
ム
・
ひ
さ
や
ま
」

の
開
設
の
事
に
関
し
て
は
既
に
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
取
り
あ
げ
ら
れ
、
説
明
が
な

さ
れ
て
来
て
い
ま
す
が
、「
赤
字
決
算
と

な
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
な
ぜ
こ
の
事

業
に
取
り
組
む
の
か
」と
い
う
質
問
に

対
し
て
は
別
の
意
味
で
全
国
に
あ
る
コ

ロ
ニ
―
友
の
会
と
多
く
の
支
援
者
の

方
々
に
お
答
え
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
、
前
号
の「
主
張
」と

重
な
る
部
分
が
生
じ
ま
す
が
お
答
え
さ

せ
て
頂
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

■
在
宅
重
症
児
者（
家
庭
）が
置
か
れ
て

い
る
厳
し
い
状
況
に
応
え
て
■

　
在
宅
重
症
児
者
の
現
状
と
そ
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
先
般
福
岡
県
で

九
州
で
は
じ
め
て
の
実
態
調
査
が
行
わ

れ
新
聞
で
取
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
市

町
村
を
通
じ
て
昨
年
３
月
の
時
点
で
の

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
２
級
と
療
育
手

帳
Ａ
の
両
方
の
所
持
者
を
対
象
に
行
わ

れ
た
も
の
で
、
医
療
的
な
ケ
ア
ー
が
必

要
な
在
宅
重
症
児
者
の
実
数
を
都
道
府

県
レ
ベ
ル
で
把
握
し
た
ケ
ー
ス
は
珍
し

く
関
係
者
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
重
症
児
者
は
福
岡
県
全
体

で
３
，
０
１
９
人
で
、
そ
の
内
在
宅
は

64
・
２
％
の
１
，
９
３
８
人
で
そ
の
在

宅
家
庭
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
内
１
，

０
５
９
家
庭
か
ら
の
回
答
）
に
よ
り
、

は
じ
め
て
の
在
宅
重
症
児
者
の
実
状
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
主
た
る
内
容

を
紹
介
す
る
と
、
年
令
は
18
才
未
満
が

約
40
％
の
１
，
２
０
７
名
。
18
才
以
上

の
成
人
が
約
60
％
の
１
，
８
１
１
名
。

障
害
程
度
は
約
40
％
が
寝
た
き
り
で
半

数
以
上
が
食
事
、
入
浴
、
排
便
そ
の
他

で
全
面
介
護
が
必
要
。
医
療
的
ケ
ア
―

は
痰
の
吸
引
、
経
管
栄
養
・
ネ
ブ
ラ
イ

主　張

ザ
ー
、
酸
素
吸
入
、
気
管
内
挿
管
・
気

管
切
開
、
人
口
呼
吸
そ
の
他
を
内
容
と

し
、
約
40
％
が
必
要
と
す
る
状
況
。
主

た
る
介
護
者
は
90
％
が
父
母
で
40
～
50

才
代
が
中
心
で
今
後
は
高
令
化
に
向
か

う
と
い
う
こ
と
。
睡
眠
時
間
は
平
均
５

時
間
以
下
。
入
所
利
用
に
つ
い
て
は
障

害
の
重
度
化
、
医
療
的
ケ
ア
―
の
困
難

さ
、
親
の
高
令
化
等
の
理
由
で
、
将
来

40
％
の
入
所
希
望
が
あ
る
事
。
等
々
、

介
護
の
重
い
負
担
が
家
族
に
の
し
か
か

る
と
い
う
厳
し
い
現
実
と
将
来
へ
の
不

安
が
あ
り
、
行
政
の
施
策
と
在
宅
の
重

症
児
者
に
対
す
る「
受
け
皿
」づ
く
り
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
訴
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

■
在
宅
重
症
児
者
の
受
け
皿
と
し
て
の

「
ケ
ア
ー
ホ
ー
ム
・
ひ
さ
や
ま
」■

　
共
同
生
活
介
護
事
業「
ケ
ア
ー
ホ
ー

ム
」は
介
護
を
必
要
と
す
る
人（
障
害
程

度
区
分
２
以
上
）に
対
し
、
夜
間
に
お

け
る
共
同
生
活
の
場（
居
宅
）で
さ
ま
ざ

ま
な
生
活
の
介
護（
食
事
、
入
浴
、
排

便
そ
の
他
）を
行
う
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事

業
で
あ
り
、
本
来
重
い
障
害
を
負
っ
た

重
症
児
者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
さ
ま
ざ
ま
な
深
刻

な
事
情
を
抱
え
、
厳
し
い
状
況
の
中
に

あ
る
在
宅
重
症
児
者
家
庭
か
ら
の
強
い

在
宅
支
援
の
訴
え
に
何
と
か
応
え
て
ゆ

き
た
い
・・
、
と
い
う
思
い
か
ら
そ
の「
受

け
皿
」と
し
て
医
療
的
ケ
ア
―
の
度
合

い
の
低
い
重
症
児
者（
障
害
程
度
区
分

５
～
６
）を
対
象
と
し
た「
ケ
ア
ー
ホ
ー

ム
・
ひ
さ
や
ま
」の
開
設
計
画
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
取
り
組
み
を

推
め
て
ゆ
く
中
で
こ
の
度
の
福
岡
県
の

在
宅
重
症
児
者
の
現
状
、
特
に
そ
の

ニ
ー
ズ
に
関
す
る
実
態
調
査
の
報
告
が

あ
り
意
を
強
く
し
ま
し
た
。
在
宅
重
症

児
者
の「
受
け
皿
」と
し
て
の「
ケ
ア
ー

ホ
ー
ム
・
ひ
さ
や
ま
」の
開
設
が
時
期

に
叶
っ
た
課
題
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し

て
あ
る
の
だ
と
い
う
思
い
に
至
っ
た
か

ら
で
す
。

　「
ケ
ア
ー
ホ
ー
ム
・
ひ
さ
や
ま
」は
久

山
療
育
園
の
西
側
の
隣
接
農
地
に
別
施

設
と
し
て
建
て
ら
れ
、
建
て
物
は
居

宅
・
食
堂
・
浴
室
・
居
室
10
室
そ
の

他
を
１
階
に
と
っ
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
地
上
２
階
建
て
、
７
８
９
㎡

（
２
３
８
・
９
４
坪
）の
構
造
と
な
っ
て

い
ま
す
。
入
居
定
員
は
10
名
で
、
職
員

配
置
は
１
１
・
４
２
名
で
人
員
配
置
が

一
般
の
場
合
よ
り
厚
く
な
っ
て
い
る
の

が
重
症
児
者
の
ケ
ア
ー
ホ
ー
ム
の
特
徴

と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
活
介
護
事
業
な

の
で
医
療
的
行
為
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
が

医
療
的
ケ
ア
―
を
必
要
と
す
る
特
別
な

事
態
が
生
じ
た
時
は
久
山
療
育
園
と
の

連
携
に
お
い
て
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ

ま
す
。

　「
ケ
ア
ー
ホ
ー
ム
・
ひ
さ
や
ま
」で
の

入
居
者
の
生
活
は
、
夜
間
に
お
け
る
介

護
が
主
な
る
も
の
と
な
り
ま
す
が
、
日

中
活
動
の
場
と
し
て
は
園（「
在
宅
支

援
棟
」）で
の「
通
園
事
業
」や「
訪
問
事

業
」、「
相
談
支
援
事
業
」な
ど
、
利
用
者

の
生
活
の
質
の
豊
か
さ
に
資
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
様
な
障
害
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
こ
れ
迄

他
の
箇
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の「
ケ

ア
ー
ホ
ー
ム
」の
開
設
が
行
わ
れ
て
来

ま
し
た
が
正
確
な
意
味
で
の
重
症
児
者

を
対
象
と
し
た
事
例
は
無
く
、
在
宅
重

症
児
者
の「
受
け
皿
」と
し
て
の
在
宅
支

援
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■「
ケ
ア
ー
ホ
ー
ム
・
ひ
さ
や
ま
」の
開

設
に
懸
け
る
思
い
■

　「
ケ
ア
ー
ホ
ー
ム
・
ひ
さ
や
ま
」の
開

設
は
重
症
児
者
の
新
し
い
在
宅
支
援
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
目
ざ
す
夢
の
あ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
一
つ
の
問
題
は
重

症
児
者
が
対
象
と
な
る
た
め
人
的
配
置

を
厚
く
す
る
必
要
が
あ
り
、
経
営
収
支

が
厳
し
く
、
年
間
１
，
２
０
０
万
円
程

度
の
赤
字
決
算
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
推

進
が
決
ま
っ
た
の
は
２
０
１
２
年
12
月

に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
・
評
議
員
会
で

の
協
議
を
圣
て
の
こ
と
で
し
た
。
提
出

さ
れ
た
資
料
に
基
づ
き
真
剣
な
協
議
が

行
わ
れ
た
後
、〟厳
し
い
運
営
努
力
〟と
〟

赤
字
補
填
の
た
め
の
し
っ
か
り
し
た
手

立
て
を
行
う
〟と
い
う
こ
と
を
条
件
に

推
進
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。「
新
し
い
在

宅
支
援
の
取
り
組
み
の
課
題
は
積
極
的

に
受
け
と
め
て
ゆ
く
べ
き
だ
」
と
い
う

総
意
に
至
っ
た
か
ら
で
す
。

　
久
山
療
育
園
は「
重
症
児
者
が
社
会

の
真
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
生
き
る
福

祉
社
会
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
」と
い

う
こ
と
を
設
立
の
目
的
と
し
て
謳
っ

て
い
ま
す
。
在
宅
重
症
児
者
の「
受
け

皿
」と
し
て
の
共
同
生
活
介
護
事
業「
ケ

ア
ー
ホ
ー
ム
・
ひ
さ
や
ま
」の
開
設
が

そ
の
設
立
の
目
的
の
実
現
に
向
か
っ
て

の
更
な
る
一
歩
と
な
る
こ
と
を
強
く

願
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ニ
ー
友
の
会
総
会
で
の
質
問
に
答
え
て

―
な
ぜ
重
症
児
者
の
「
ケ
ア
ー
ホ
ー
ム
」
を
開
設
す
る
の
か
―

理
事
長
　
山
　
田
　
雄
　
次
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は
じ
め
に

　
今
年
の
全
国
重
症
心
身
障
害
児
施
設

長
会
議
は
、
新
た
に
公
益
社
団
法
人
と

な
っ
た「
日
本
重
症
心
身
障
害
福
祉
協

会
」の
主
催
で
、
５
月
９
～
10
日
に「
全

国
重
症
心
身
障
害
施
設
協
議
会
」と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
焦
点
は
や
は
り

今
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
障
害
者
総
合

支
援
法
の
中
身
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

参
加
施
設
は
1
2
2
施
設（
施
設
総
数

1
2
9
施
設
）で
参
加
者
は
3
6
0
名

で
し
た
。
こ
れ
も
各
施
設
の
関
心
の
高

さ
を
示
す
も
の
で
す
。
障
害
者
自
立
支

援
法
の
時
か
ら
も
う
一
つ
不
透
明
だ
っ

た
障
害
福
祉
の
内
容（
支
給
量
や
自
己

負
担
、
障
害
程
度
区
分
、
施
設
事
業
体

系
な
ど
）が
行
政
説
明
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
模
索
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
福
祉
費

と
両
輪
で
あ
る
診
療
報
酬
の
改
定
に
つ

い
て
も
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
重
症
児
者

ご
本
人
と
保
護
者
の
皆
様
に
直
接
影
響

す
る
こ
と
な
の
で
真
剣
に
聴
き
、
討
議

さ
れ
ま
し
た
。
以
下
に
そ
の
概
要
を
お

伝
え
致
し
ま
す
。

　
ま
た
協
会
総
会
で
挨
拶
さ
れ
た
岡
田

喜
篤
代
表
理
事
が
、
重
症
児（
者
）の

推
計
値（
2
0
0
7
年
・
平
成
19
年
）

が
人
口
の
0
・0
3
4
％
と
確
認
さ
れ

た
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
推
計

に
よ
る
と
全
国
の
重
症
児
者
総
数
は
約

４
３
、0
0
0
人
で
そ
の
う
ち
66
％
は
在

宅
重
症
児
者
と
な
り
ま
す
。

行
政
説
明

　
講
師
は
障
害
福
祉
課
障
害
児
・
発
達

障
害
者
支
援
室
長
の
阿
萬
哲
也
氏
で
し

た
が
、
昨
年
よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
だ
行

政
説
明
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
要

点
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

⒈
障
害
福
祉
施
策
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯

等
―
①
法
律
制
度
の
流
れ
で
は
、
平

成
18
年
の
障
害
者
自
立
支
援
法（
平

成
24
年
改
正
）の
成
立
・
制
定
。
平

成
23
年
の
障
害
者
基
本
法（
昭
和
45

年
制
定
）の
一
部
改
正（
共
生
社
会
の

実
現
、「
療
育
」の
新
設
）。
そ
の
流
れ

に
沿
っ
て
平
成
25
年
の
障
害
者
総
合

支
援
法（
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生

の
実
現
、
難
病
等
も
対
象
に
）が
あ

り
ま
す
。
②
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
予

算
の
伸
び
と
し
て
平
成
25
年
度
案
は

8
、
6
8
9
億
円（
平
成
18
年
度
は

4
、
3
7
5
億
円
）と
伸
長
し
て
い

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
③
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
増
加

（
平
成
24
年
12
月
）に
つ
い
て
は
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
＝
約
64
・

8
万
人
。
障
害
児
支
援
の
利
用
者
＝

11
・
5
万
人
　（
国
保
連
デ
ー
タ
）と

「
平
成
25
年
度
全
国
重
症
心
身
障
害
施
設
協
議

会
報
告
」

セ
ン
タ
ー
長
　
宮
　
﨑
　
信
　
義

い
う
統
計
値
を
呈
示
さ
れ
ま
し
た
。

⒉「
つ
な
ぎ
法
」と
障
害
者
自
立
支
援
法

等
の
改
正
―
①
利
用
者
負
担
の
見
直

し（
応
能
負
担
を
原
則
に
、
約
93
・

4
％
が
負
担
な
し
）。
②
児
童
と
成

人
で
異
な
る
体
系
と
な
っ
た
が
、
平

成
24
年
度
か
ら
は
児
者
の
併
設
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
。

⒊
重
症
心
身
障
害
児
者
施
策
の
現
状
―

①
重
症
心
身
障
害
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て
、
施
設
施
策
に
よ
る
対
応
と

し
て
、
⑴
重
症
心
身
障
害
児
施
設

（
昭
和
42
年
～
）→
医
療
型
障
害
児
入

所
施
設
、
⑵
指
定
医
療
機
関（
昭
和

41
年
～
）：
国
立
療
養
所
に
重
症
児

病
棟
を
設
置
、
⑶
療
養
介
護（
平
成

18
年
～
）：
重
症
児（
者
）や
筋
ジ
ス

ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
等
を
対
象
。
②
在

宅
施
策
の
充
実
と
し
て
、
⑴
重
症
児

（
者
）通
園
事
業（
平
成
元
年
度
モ
デ

ル
事
業
・
平
成
８
年
度
一
般
事
業
化
）

の
拡
充
～
平
成
24
年
度
か
ら
児
童
福

祉
法
へ
の
法
定
化
。
⑵
短
期
入
所
の

充
実（
自
立
支
援
法
）
～
平
成
21
年

度
は
医
療
型
短
期
入
所
の
報
酬
単
価

増
額
、日
帰
り
型
の
創
設
、医
療
ニ
ー

ズ
の
高
い
児
者
に
対
す
る
特
別
重
度

支
援
加
算
を
設
定
し
た
。
⑶
介
護
職

員
等
に
よ
る
痰
の
吸
引
等
の
医
療
的

ケ
ア
の
解
禁
が
制
度
化
さ
れ
た
。
③

今
後
の
課
題
と
し
て
、
⑴
施
設
入
所

待
機
者
の
増
加
、
⑵
医
療
技
術
の
向

上
、
ポ
ス
ト
N
I
C
U
（
新
生
児
集

中
治
療
室
）の
問
題（
施
設
の
医
療
機

能
の
充
実
）。
⑶
本
人
・
家
族
の
高

齢
化
、
在
宅
者
の
増
加
が
あ
り
ま
す
。

⒋
障
害
者
総
合
支
援
法
の
施
行
―
①
障

害
者
の
範
囲
の
見
直
し
：「
制
度
の
谷

間
」を
埋
め
る
べ
く
、
障
害
者
の
範
囲

に
難
病
等
も
加
え
る
こ
と
。
②
障
害

支
援
区
分
の
創
設
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の「
障
害
程
度
区
分
」が「
障
害
の

程
度（
重
さ
）」で
は
な
く
、
標
準
的
な

支
援
の
必
要
の
度
合
を
示
す
区
分
が

わ
か
り
に
く
い
点
を
再
考
す
る
。
認

定
に
当
た
っ
て
の
配
慮
と
し
て
、
知

的
障
害
・
精
神
障
害
の
特
性
に
配
慮

す
る
。
今
後
の
給
付
は
社
会
的
状
況

（
介
護
者
・
居
住
の
状
況
等
）を
考
慮

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。
支
給
決
定
の

在
り
方
の
検
討（
附
則
第
３
条
１
項
）

に
つ
い
て
は
、
施
行
後
３
年（
平
成
27

年
度
）を
目
途
と
す
る
こ
と
。
③
障
害

者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
⑴

重
度
訪
問
介
護
の
対
象
拡
大（
重
度
の

肢
体
不
自
由
者
に
加
え
、
重
度
の
知

的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
に
拡
大
）、

⑵
共
同
生
活
介
護（
C
H
）の
共
同
生

活
援
助（
G
H
）へ
の
一
元
化（
平
成
26

年
度
）。
現
在
5
、
2
4
1
事
業
所

（
51
％
）が
一
体
型
。
ケ
ア
ホ
ー
ム
単

独
は
21
％
。

⒌
最
近
の
話
題
と
し
て
、
①
障
害
者
虐

待
防
止
法
の
施
行（
平
成
24
年
10
月
）、

②
精
神
保
健
福
祉
法
改
正
案
の
国
会

上
程（
平
成
25
年
４
月
）が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
主
題『
重
症
心
身

障
害
児
施
設
の
こ
れ
か
ら
』に
つ
い
て
、

重
症
心
身
障
害
施
設
の
施
設
長
や
事
務

管
理
者
、
看
護
部
長
、
在
宅
療
育
支
援

責
任
者
と
東
京
都
重
症
心
身
障
害
児

（
者
）を
守
る
会
会
長
の
岩
城
節
子
氏
か

ら
ご
自
身
の
体
験
や
活
動
に
つ
い
て
発

題
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
細
な
内
容
は
誌
面
の
関
係
で
略
し

ま
す
が
、
テ
ー
マ
と
し
て
①「
入
所
機

能
と
在
宅
支
援
機
能
の
将
来
像
に
つ

い
て〝
施
設
運
営
の
立
場
か
ら
〟」、
②

「
人
材
確
保
と
改
正
労
働
契
約
法
」、
③

「
重
症
心
身
障
害
児
施
設
の
現
状
と
将

来
像〝
施
設
看
護
師
の
立
場
か
ら
〟」、

④「
魅
力
あ
る
職
場
作
り
と
人
材
育

成
」、
⑤「
在
宅
療
育
支
援
の
強
化
，
特

に
N
I
C
U
退
院
時
の
支
援
に
つ
い

て
」、
⑥「
在
宅
療
育
支
援
の
強
化
，
特

に
N
I
C
U
退
院
時
の
支
援
に
つ
い

て
」、
⑦「
在
宅
重
症
児
者
の
現
状
と
将

来
の
希
望〝
保
護
者
の
立
場
か
ら
〟」の

公
演
が
あ
り
、
熱
心
な
質
疑
応
答
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
銘
記
す
べ

き
と
考
え
た
こ
と
を
以
下
に
列
挙
し
ま

す
。

●

障
害
者
の
統
計（
障
害
者
白
書
な
ど
）

か
ら
重
症
心
身
障
害
は
0
・
4
％
で

す
が
、
個
々
の
障
害
別
の
割
合
は
身

体
障
害
40
・
5
％
、
知
的
障
害
6
・

1
％
、
精
神
障
害
35
・
7
％
、
発
達

障
害
17
・
3
％
と
な
っ
て
い
る
。

●

人
材
確
保
に
関
す
る
現
状
の
課
題

と
し
て
、
専
門
職
の
確
保
が
困
難
な
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こ
と
や
安
心
し
て
働
け
る
環
境
作
り
、

改
正
労
働
契
約
法
へ
の
対
応
の
必
要

性
。

●

施
設
の
現
状
の
課
題
と
し
て
、
重
症

心
身
障
害
児
者
の
高
年
齢
化（
一
般

の
高
齢
者
と
の
差
異
、
療
育
と
看
取

り
）、
重
症
心
身
障
害
児
者
の
ニ
ー

ズ
の
多
様
化（
生
活
を
支
え
る
医
療

ニ
ー
ズ
の
拡
大
、
知
的
・
運
動
支
援

の
多
様
化
）、
職
員
の
確
保
・
育
成

困
難（
医
師
・
看
護
師
・
支
援
員
な
ど
）

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
重
症
児（
者
）

施
設
の
担
う
役
割
に
つ
い
て
歴
史
的

に
見
れ
ば
、
寿
命
を
全
う
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
療
育（
医
療
・
看

護
・
訓
練
・
発
達
支
援
の
総
合
的
支

援
）の
力
と
言
え
る
の
で
は
。
今
後

も
施
設
に
求
め
ら
れ
る
課
題
と
し
て
、

地
域
生
活
総
合
支
援
の
充
実（
通
所
・

訪
問
・
レ
ス
パ
イ
ト
・
短
期
―
長
期

入
所
・
相
談
支
援
）が
あ
り
、
療
養

介
護
・
生
活
介
護
だ
け
で
な
く「
療

育
介
護
」と
い
う
視
点
が
求
め
ら
れ

る
。

●

専
門
性
を
高
め
る
た
め
の
施
設
内
研

修
の
必
要
性
、
認
定
コ
ー
ス（
摂
食

嚥
下
・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
・
呼
吸
療

法
な
ど
）。
在
宅
移
行
の
課
題
と
し

て
、
在
宅
の
急
性
期
化（
訪
問
看
護

を
毎
日
必
要
と
す
る
、
死
亡
は
約
５

～
７
％
と
高
率
）、
家
族
力
の
低
下

（
家
族
内
の
問
題
、
核
家
族
化
な
ど
）。

　
　
保
護
者
の
立
場
か
ら
以
下
の
よ
う

に
在
宅
重
症
児
者
の
現
状
と
将
来
の

希
望
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
ま
し
た
。

●

多
く
の
親
は
在
宅
で
わ
が
子
と
一

緒
に
暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

在
宅
を
支
え
る
に
は
施
設
の
力
が
大

き
い
。
訪
問
看
護
や
短
期
入
所
、
通

所
の
他
に
も
、
特
別
支
援
教
育
の
充

実
や
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
が
必
要
。

●

短
期
入
所
は
不
可
欠
だ
が
病
床
が
少

な
く
、
ま
た
自
宅
の
近
く
に
な
い
場

合
が
あ
る
。
在
宅
児
者
の
約
８
割
は

常
時
、
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
。

●

未
だ
に
レ
ス
パ
イ
ト
に
対
す
る
理
解

が
少
な
く
、
利
用
す
る
際
に
理
由
を

聞
か
れ
る
。

●

入
所
待
機
者
の
問
題
と
し
て
、
高
齢

化
と
共
に
託
す
施
設
が
必
要
と
な
る

が
、
都
で
は
緊
急
度
に
よ
っ
て
順
番

が
決
ま
る
。
空
床
が
な
く
短
期
間
で

施
設
の
変
更
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

●

特
別
支
援
学
校
の
定
員
不
足
、
ま
た

教
員
も
不
足
。
卒
業
後
の
進
路
に
格

差
が
大
き
い（
通
所
施
設
な
ど
）。・

幼
児
だ
け
で
な
く
全
年
齢
層
で
訪
問

看
護
が
必
要
。
重
症
児（
者
）に
対
応

で
き
る
ヘ
ル
パ
ー
も
必
要
。

平
成
26
年
度
診
療
報
酬
改
定

　「
平
成
26
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ

い
て
」の
報
告
が
む
ら
さ
き
愛
育
園
園

長
の
北
住
映
二
氏
か
ら
提
起
さ
れ
、
平

成
24
年
度
改
定
が
全
体
改
定
率
＝
＋

0
・
0
0
4
％
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
経

済
状
況
や
社
会
情
勢
か
ら
考
察
し
、
平

成
26
年
度
改
定
は
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な

る
可
能
性
も
言
わ
れ
て
い
る
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
社
会
問
題
の
遠
望
か
ら
、

「
2
0
2
5
年
問
題
」（
団
塊
世
代
が
75

歳
以
上
に
な
る
）を
見
据
え
た
改
定
で

あ
る
こ
と
。「
医
療
」か
ら「
福
祉
・
介
護
」

へ
、
在
宅
医
療
の
重
視
、
入
院
病
床
の

再
編
の
流
れ
、
入
院
医
療
費
削
減
等
の

予
測
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
協
会
と
し
て
は
平
成
26
年
度
改
定
に

向
け
て
、
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料

が
現
行
通
り（
13
対
１
、
15
対
１
看
護

配
置
も
含
め
）維
持
さ
れ
る
こ
と
を
基

本
目
標
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
。
本

年
１
月
に
要
望
書
を
提
出
し
た
結
果
、

障
害
福
祉
課
か
ら
２
項
目
に
絞
る
よ
う

に
指
示
が
あ
り
、
下
記
の
要
望
書
を

提
出
し
た
。「
７
対
１
配
置
」の
基
準
緩

和
に
つ
い
て
は
要
望
提
出
自
体
も
不
可

と
さ
れ
た
。
①
超
重
症
児
者
加
算
1
、

4
0
0
点
、
準
超
重
症
児
者
加
算
1
、

0
0
0
点
へ
の
増
額
。
②
在
宅
療
養
超

重
症
児
者
・
準
超
重
症
児
者
入
院
医
療

管
理
料
5
、
0
0
0
点
の
新
設
が
挙
げ

ら
れ
た
が
、
②
に
つ
い
て
は
障
害
福
祉

課
で
検
討
さ
れ
、「
超
重
症
・
準
症
重
症

児
者
緊
急
時
入
院
医
療
体
制
整
備
加
算

（
1
、
0
0
0
点
）」に
変
更
さ
れ
、
障
害

保
健
福
祉
部
内
で
の
検
討
を
経
て
医
療

課
に
提
出
さ
れ
た
。

重
症
児
者
実
態
調
査

　
貴
重
な
統
計
で
あ
る
超
重
症
児

（
者
）・
準
超
重
症
児（
者
）実
態
調
査

（
2
0
1
1
年
度
・
平
成
23
年
度
実
態
）

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
主
な
内
容
を

以
下
に
列
挙
し
ま
す
。

１
．
入
所
超
重
症
児
者
総
数
―
2
0
1 

1
年
度
は
総
数
1
1
5
1
人
で
前
年
よ

り
64
人
上
回
る
人
数
で
す
。
超
重
症
か

ら
の
改
善
例
は
、
排
痰
・
吸
引
減
少
１

人
、
呼
吸
状
態
改
善
５
人
、
ネ
ブ
ラ
イ

ザ
ー
中
止
１
人
、
体
調
が
安
定
７
人
で

し
た
。
準
超
重
症
か
ら
の
改
善
例
は
、

排
痰
・
吸
引
減
少
４
人
、
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー

中
止
５
人
、
呼
吸
状
態
改
善
４
人
、
体

調
が
安
定
６
人
、
過
緊
張
が
改
善
４
人

で
し
た
。

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
、
超
重
症
児
者

41
人
、
準
重
症
児
者
30
人
で
、
死
因
の

多
く
は
呼
吸
不
全（
含
・
誤
嚥
等
）や
肺

炎
、
心
不
全
、
敗
血
症（
多
臓
器
不
全
）、

悪
性
腫
瘍
な
ど
で
す
。

　
短
期
入
所
利
用
者
に
つ
い
て
は
延
人

数
7
1
0
7
件
の
う
ち
、
超
重
症
児
者

7
9
1
件
、
準
重
症
児
者
1
5
1
6
件

と
合
わ
せ
て
総
数
の
32
・
5
％
と
利
用

さ
れ
る
重
症
児
者
の
医
療
度
の
高
さ
を

示
し
て
い
ま
す
。
通
園
在
籍
児
の
実
際

に
つ
い
て
は
在
籍
者
数
2
3
2
5
人
で
、

そ
の
う
ち
超
重
症
児
者
は
2
3
5
人
、

準
重
症
児
者
4
2
9
人
で
合
わ
せ
て
総

数
の
28
・
6
％
と
通
園
利
用
者
の
重
度

化
を
示
し
て
い
ま
す
。

重
症
心
身
障
害
看
護
の
専
門
研
修

　
第
２
回
認
定
看
護
師
と
し
て
53
人
が

認
証
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
の
第
１

回
に
認
証
さ
れ
た
47
人
と
合
わ
せ
て

1
0
0
人
の
重
症
心
身
障
害
看
護
師
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
有
効
期
間
は
５
年
間

で
更
新
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
九
州
沖
縄

ブ
ロ
ッ
ク
で
も
制
度
に
２
年
間
遅
れ
ま

し
た
が
、
よ
う
や
く
今
年
７
月
か
ら
専

門
研
修
制
度
が
開
始
さ
れ
16
人
の
方
が

受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
次
期
開
催
予
定
は
、
2
0
1
4
年

（
平
成
26
年
）５
月
14
～
16
日
に
鹿
児
島

市
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
は
よ

り
確
か
な
重
症
児
者
制
度
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
岡
田
喜
篤

代
表
理
事
が
示
さ
れ
た
重
症
児（
者
）の

新
し
い
推
計
値
0
・
0
3
4
％
を
福
岡

県
の
人
口
＝
5
0
7
万
1
、
6
2
3
人

（
推
計
、
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）か

ら
算
出
す
る
と
重
症
児
者
数
は
約
1
、

7
2
4
人
と
な
り
、
福
岡
県
障
害
者
福

祉
課
か
ら
通
達
さ
れ
た
実
際
の
調
査
に

よ
る
1
、
7
5
7
人
と
ほ
ぼ
一
致
し
ま

す
。（
旧
推
計
値
0
・
0
2
9
8
％
で
は

1
5
1
1
人
）。
こ
の
数
値
は
責
任
あ

る
行
政
に
お
い
て
実
態
把
握
を
さ
れ
た

と
い
う
意
義
が
き
わ
め
て
大
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
重
症
児
者
医

療
福
祉
や
施
設
・
病
院
、
社
会
資
源
な

ど
に
つ
い
て「
ニ
ー
ズ
が
な
い
」と
回
答

さ
れ
た
歴
史
か
ら
見
て
も
感
慨
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
基
点
と
し
て

実
効
性
の
あ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

2013 年 9 月 1 日 第 172 号（4）愛　の　手　を



2012 年度決算報告

科   　   目 予　　算 決　　算 差　　異 法　　人 施　　設 通　　園 支　　援 短期入所 相　　談
（収　　　入）  

0156　自立支援費等収入 322,090,000 328,095,051 -6,005,051.00 283,453,690 44,641,361
0160　措置費収入 3,507,000 3,292,094 214,906.00 3,292,094
0162　医療事業費収入 712,310,000 718,847,542 -6,537,542.00 690,710,202 28,137,340
0166　補助事業収入 77,347,000 82,809,015 -5,462,015.00 0 0 65,337,800 5,083,430 12,387,785
0168　経常経費補助金収入 100,000 0 100,000.00 0 0
0170　寄付金収入 15,100,000 20,795,561 -5,695,561.00 19,706,641 1,088,920
0172　雑収入 9,040,000 11,047,004 -2,007,004.00 7,537,801 3,453,403 55,800 0
0174　借入金利息補助金収入 0 0.00 
0176　受取利息配当金収入 2,445,000 2,004,695 440,305.00 1,994,463 10,232
0180　経理区分間繰入金収入 518,562,000 508,611,333 9,950,667.00 0 505,890,195 2,113,369 607,769

経常活動による収入計 1,660,501,000 1,675,502,295 -15,001,295 719,949,107 825,325,874 67,506,969 5,083,430 44,641,361 12,995,554
（支　　出）

0128　人件費支出 779,813,000 765,399,767 14,413,233.00 16,540,576 633,667,680 58,920,397 3,620,407 41,011,000 11,639,707
0130　事務費支出 68,565,000 62,387,597 6,177,403.00 14,775,638 43,278,836 2,697,080 201,042 180,082 1,254,919
0132　事業費支出 112,701,000 112,717,491 -16,491.00 0 102,477,842 5,482,758 2,329,000 2,427,891 0
0134　借入金利息支出 0 0.00 
0136　経理区分間繰入金支出 518,562,000 508,611,333 9,950,667.00 508,611,333 0 0

経常活動による支出計 1,479,641,000 1,449,116,188 30,524,812 539,927,547 779,424,358 67,100,235 6,150,449 43,618,973 12,894,626
経常活動資金収支差額 180,860,000 226,386,107 -45,526,107 180,021,560 45,901,516 406,734 -1,067,019 1,022,388 100,928

科   　   目 予　　算 決　　算 差　　異 法　　人 施　　設 通　　園 支　　援 短期入所 相　　談
( 収　　　　入） 　 　 　

0183　施設整備等補助金収入 0
0185　施設整備寄付金収入 500,000 1,729,362 -1,229,362 1,729,362
0187　固定資産売却収入

施設整備等収入計 500,000 1,729,362 -1,229,362 1,729,362 0 0 0 0 0
( 支　　　　出）

固定資産取得支出 19,880,000 20,489,330 -609,330 3,350,000 16,954,330 185,000
施設整備等支出計 19,880,000 20,489,330 -609,330 3,350,000 16,954,330 185,000 0 0 0

施設整備等資金収支差額 -19,380,000 -18,759,968 -620,032 -1,620,638 -16,954,330 -185,000 0 0 0

科   　   目 予　　算 決　　算 差　　異 法　　人 施　　設 通　　園 支　　援 短期入所 相　　談
（収　　　入）

0190　借入金収入 0
0194　借入金元金償還補助金収入 0
0169　積立預金取崩収入 77,400,000 58,938,950 18,461,050 58,938,950

財務活動収入計 77,400,000 58,938,950 18,461,050 58,938,950 0 0 0 0 0 

0144　借入金元金償還金支出 0

0146　投資有価証券取得支出 0 10,000 10,000

0148　積立預金積立支出 236,880,000 207,585,068 29,294,932 207,585,068

財務活動支出計 236,880,000 207,595,068 29,284,932 207,585,068 10,000 0 0 0 0
財務活動資金収支差額 -159,480,000 -148,656,118 -10,823,882 -148,646,118 -10,000 0 0 0

								      
（予　備　費）

予備費 2,000,000 2,000,000

								      
前期末支払資金残高 0 226,737,539 -226,737,539 241,569,134 -21,847,816 -180,113 1,118,602 6,178,660 -100,928

当期資金収支差額合計 0 58,970,021 -58,970,021 29,754,804 28,937,186 221,734 -1,067,019 1,022,388 100,928
当期末支払資金残高 0 285,707,560 -285,707,560 271,323,938 7,089,370 41,621 51,583 7,201,048 0

2013 年 5 月 24 日 ( 金）に開催の第 1 回評議員会・第 2 回理事会において 2012 年度の決算が審議され承認されました。
（決算概要）
・全体としては、収入において予算を上回り、支出においては予算を下回り積立金繰り入れを行う事ができた。
・在宅支援プロジェクト基本計画により、病床数をこれまでの 87 床から７床増床し 94 床体制となった。７月より満床となった。
・予定していた常勤医師確保は、2013 年度から実現したが 2012 年度は非常勤医師で医療体制を補った。
・第 2 次在宅支援プロジェクト推進に必要な用地確保のために隣接農地購入費 1,450 万円を計上していたが、2013 年度に移行した。
・収入面では、加算の減額などが発生し診療費収入が減少した。しかし増床により福祉面での収入増加の他、外来診療収入、通所収入が増加した。
・支出面では、人件費面で予算、前年度決算対比ともに減少した。予定されていた医師、看護師、産休職員等の補充が結果的に非常勤の職制で行われたためである。
・積立金については、在宅重症児者とその家族への支援の将来計画の為の繰入とした。

経常活動による収支の部

収　入
2013 年 5 月 24 日  理事会／評議員会提出、承認

施設整備等による収支の部

財務活動による収支の部

（単位：円）

社会福祉法人バプテスト心身障害児（者）を守る会
重症心身障害児施設　久山療育園重症児者医療療育センター

（5）第 172 号 2013 年 9 月 1 日愛　の　手　を



【
法
人
会
計
】

北
白
川
い
ず
み
保
育
園
　
後
藤
敏
雄
　

松
山
和
子
　
名
越
美
智
子
　
牟
田
逸
雄

又
野
貴
志
　
豊
前
キ
リ
ス
ト
教
会
　
仙

川
キ
リ
ス
ト
教
会
　
桝
谷
悦
子
　
く
ず

め
よ
し
　
上
久
原
区
区
長
高
橋
進
　
東

久
原
区
区
長
福
田
賢
輔
　
中
久
原
区
　

因
勲
　
久
芳
博
文
　
有
田
行
彦
　
福
岡

県
立
福
岡
特
別
支
援
学
校
　
下
久
原
行

政
区
区
長
今
任
義
則
　
福
岡
第
一
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
福
岡
賢
二
・
聖
子
　

栗
田
昌
直
　
南
区
第
一
地
区
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
　
古
川
博
子
　
北
白

川
い
ず
み
保
育
園
　
西
南
学
院
大
学

チ
ャ
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
　
桝
谷
悦
子
　
恵

キ
リ
ス
ト
教
会
　
恵
泉
バ
プ
テ
ス
ト
教

会
女
性
会
　
大
沼
玲
子
　
西
南
女
学
院

大
学
短
期
大
学
部
付
属
シ
オ
ン
山
幼
稚

園
保
護
者
会
　（
有
）昭
栄
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
　
山
田
有
　
手
作
り
品
売
上
　
山
口

正
夫
　
西
南
学
院
中
学
校
母
の
会
久
山

療
育
園
献
金
箱

（
以
上
４
１
４
，
６
４
１
円
）

嘉
久
明
子

（
以
上
２
，
０
０
０
，
０
０
０
円
）

山
田
雄
次
　
後
藤
敏
雄
　
川
野
直
人
　

和
白
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
バ
ザ
ー
収
益
金

井
上
清
美
　
福
岡
南
キ
リ
ス
ト
教
会
婦

人
会
　
志
満
秀
武
・
て
い
子
　

（
以
上
２
，
１
０
８
，
３
８
５
円
）

【
施
設
会
計
】

古
後
明
朗
　
松
永
昭
蔵
　
福
岡
賢
二
・

聖
子

（
以
上
１
，
０
０
７
，
０
０
０
円
）

山
口
吉
昭（
は
が
き
）　
山
崎
和
樹（
は

が
き
）　
大
坪
夏
江（
は
が
き
）　
中
尾

清
寿（
は
が
き
）　
古
賀
豊（
ハ
ガ
キ
）　

名
越
美
智
子（
バ
ス
タ
オ
ル
）　
豊
田
拓

男（
雑
貨
開
園
祭
）　
大
沼
玲
子（
絵
本
）

荒
木
利
洋（
ぬ
い
ぐ
る
み
他
開
園
祭
）　

岐
阜
バ
プ
テ
ス
ト
教
会（
タ
オ
ル
）　
平

川
成（
足
拭
き
マ
ッ
ト
）　
安
部
田
欽
也

（
は
が
き
）　
久
保
山
信（
は
が
き
）　
福

岡
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
粕
屋
支

部（
タ
オ
ル
・
ケ
ー
プ
）　
横
溝
玲
子（
タ

オ
ル
）　
岡
本
修
一（
は
が
き
）　
福
田

さ
と
み（
は
が
き
）　
合
屋
勉（
は
が
き
）

岩
崎
慧
祐（
は
が
き
）　
安
成
志
津
子

（
は
が
き
）　
横
溝
玲
子（
は
が
き
）　
佐

護
ツ
ル
エ（
は
が
き
）　
田
上
律
子（
は

が
き
）　
高
瀬
寛（
は
が
き
）　
松
尾
康

代（
紙
オ
ム
ツ
）　
鮫
島
隆
之（
手
提
げ

バ
ッ
ク
）　
梅
津
逸
子（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
）　
澤
田
義
之（
は
が
き
）　
古
賀
美

紀（
は
が
き
）　
横
溝
玲
子（
タ
オ
ル
）　

大
富
キ
リ
ス
ト
教
会（
エ
プ
ロ
ン
・
タ

オ
ル
）　
平
川
成（
足
拭
き
マ
ッ
ト
）　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
２
０
１
３
年
４
月
１
日
～
６
月
30
日
）
敬
称
略

高
倉
博
子（
手
作
り
バ
ッ
ク
）　
野
津
美

恵
、
平
田
多
賀
子（
手
作
り
ぞ
う
り
、

手
編
み
レ
ー
ス
）　
山
口
吉
昭（
は
が

き
）　
山
崎
和
樹（
は
が
き
）　
大
坪
夏

江（
は
が
き
）　
中
尾
清
寿（
ハ
ガ
キ
）　

古
賀
豊（
は
が
き
）　
名
越
美
智
子（
バ

ス
タ
オ
ル
）　
豊
田
拓
男（
雑
貨
開
園

祭
）　
大
沼
玲
子（
絵
本
）　
荒
木
利
洋

（
ぬ
い
ぐ
る
み
他
開
園
祭
）　
岐
阜
バ
プ

テ
ス
ト
教
会（
タ
オ
ル
、
雑
巾
）　
平
川

成（
足
拭
き
マ
ッ
ト
）

（
以
上
７
９
，
２
０
０
円
）

　（
以
上
２
９
，
９
８
４
円
）

牟
田
逸
雄
　
中
島
乃
婦
子
　
高
須
キ
リ

ス
ト
教
会

一
般
献
金

指
定
献
金

一
般
献
金

建
築
指
定
献
金

献
品

コ
ロ
ニ
ー
友
の
会
献
金

コ
ロ
ニ
ー
友
の
会
扱
い
献
金

献金申込送金先
社会福祉法人

　　　バプテスト心身障害児（者）を守る会
〒 811-2501　　福岡県粕屋郡久山町大字久原 1869

久山療育園重症児者医療療育センター内
☎（092）976-2281 ㈹

《郵便振込》郵便振替【01720-8-24404】
《銀行振込》西日本シティ銀行久山支店　普 71888

個人、会社共に免税の対象になります。
メール：hisayama@mpd.biglobe.ne.jp

感
謝
人
工
呼
吸
器
２
台
が
年
賀
寄
附
金
の

助
成
を
受
け
て
配
置
さ
れ
ま
し
た

　
下
旬
を
迎
え
て
も
猛
暑
の
続
く

８
月
22
日
、
め
ぐ
み
棟
の
利
用
者

の
呼
吸
管
理
の
為
に
、
極
め
て
重

要
な
医
療
機
器
で
あ
る
ベ
ン
チ

レ
ー
タ
ー
Ｅ
３
６
０
と
、
Ｈ
Ｔ

７
０
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
こ
の
、
年
々
重
度
化
の
度
合
い

を
増
す
利
用
者
さ
ん
の
命
を
守

る
大
事
な
機
器
は
、
郵
便
事
業

株
式
会
社
の
平
成
25
年
度
年
賀

寄
附
金
事
業
申
請
が
認
可
さ
れ
、

５
０
０
万
円
の
配
分
決
定
金
が
交

付
さ
れ
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
医
療
職
を
始
め
と
し
て
園
の
職

員
一
同
、
大
き
な
感
謝
を
持
ち
な

が
ら
使
用
に
習
熟
し
、
ま
す
ま
す

利
用
者
さ
ん
へ
の
医
療
度
を
高
め

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　(

事
務
部
長
　
　
馬
原)
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私
の
久
山
療
育
園
と
の
関
わ
り
は
シ
オ
ン
山
教
会
時
代

に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
街
頭
募
金
が
小
倉
北
区

役
所
前
の
通
り
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
山
田
雄
次
先
生

や
古
川
新
兄
方
を
始
め
北
九
州
連
合
の
有
志
た
ち
と
一
緒

で
し
た
。
シ
オ
ン
山
教
会
は
、
西
南
女
学
院
の
中
か
ら
生

ま
れ
た
教
会
と
し
て
女
学
院
の
た
め
に
祈
る
使
命
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
共
に
奉
仕
す
る
場
の
一
つ
と
し
て
コ
ロ

ニ
ー
友
の
会
の
街
頭
募
金
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
宗
教
主

事
の
山
田
光
道
先
生
や
他
の
先
生
方
と
生
徒
た
ち
も
声
を

上
げ
て
募
金
活
動
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
私
は
大
変
微
力
な
が
ら
久
山
療
育
園
の
評
議
員
会

の
一
員
と
し
て
奉
仕
す
る
恵
み
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
シ

オ
ン
山
教
会
か
ら
高
松
常
磐
町
教
会
、
名
古
屋
平
針
教
会

へ
と
転
任
し
久
山
療
育
園
か
ら
遠
ざ
か
り
ま
し
た
が
、
一

昨
年
、
最
後
の
任
地
と
し
て
福
岡
の
早
良
教
会
に
赴
任
し

て
参
り
ま
し
た
。
で
き
る
支
援
を
教
会
の
こ
と
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ
ン
は
コ
ロ
ニ
ー
友
の
会
の
標
語
で
す
が
、

今
日
の
久
山
療
育
園
は
入
所
者
だ
け
で
な
く
通
園
者
、
在

宅
者
の
方
々
に
も
共
に
生
き
る
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
重
症
心
身
障
害
児（
者
）の
方
々
や
そ
の
ご
家
族
と
職
員

の
方
々
、
支
援
の
方
々
と
共
に
悩
み
、
共
に
喜
ぶ
歩
み
を

主
が
支
え
導
い
て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま

す
。

　
こ
こ
に
ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ
ン
・
共
に
生
き
る
恵
み
の
証
を

記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　「
主
は『
わ
た
し
の
恵
み
は
あ
な
た
に
十
分
で
あ
る
。
力

は
弱
さ
の
中
で
こ
そ
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
の
だ
』と
言
わ

れ
ま
し
た
。」（
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二
、
12
章
9

節
前
半
）。
妻
の
両
親
亡
き
後
、
義
妹
の
禊
子
さ
ん
と
共

に
住
ん
だ
27
年
間
、
今
春
彼
女
は
70
歳
で
天
に
召
さ
れ
ま

し
た
。
知
的
障
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
彼
女
を
通
し
て
与

え
ら
れ
た
神
の
恵
み
は
豊
か
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
同
居
し
て
か
ら
3
年
目
、46
歳
の
時
、「
水
に
入
り
た
い
」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
れ
が「
バ
プ
テ
ス
マ
を
受
け
た
い
」と

い
う
こ
と
だ
と
は
直
ぐ
は
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
更
に

気
づ
い
て
も
す
ぐ
応
答
し
得
ず
、過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
彼
女
は
数
か
月
た
っ
て
も
言
い
続
け
ま
し
た
。

　
遂
に
主
は
、
牧
師
の
わ
た
し
に
、
み
こ
と
ば
を
も
っ
て

迫
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。「
こ
の
人（
た
ち
）が
黙
れ
ば
、
石

が
叫
び
出
す
」（
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
19
章
40
節
）と
。

　
彼
女
は
、
シ
オ
ン
山
教
会
に
と
っ
て
初
め
て
の
質
問
形

式
に
よ
る
信
仰
告
白
と
な
り
、
バ
プ
テ
ス
マ
を
受
け
た
の

で
す
。
彼
女
は
愛
と
恵
み
の
主
、
十
字
架
の
主
に
受
容
さ

れ
て
い
る
喜
び
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら

24
年
、
礼
拝
は
殆
ど
休
む
こ
と
な
く
、
教
会
の
庭
の
清
掃

を
自
分
の
奉
仕
と
決
め
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
彼
女
は
、
私
た
ち
の
働
き
の
た
め
に
3
度
も
引
っ
越
し

を
共
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
伴
う

様
々
な
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
女
は
そ
の
す
べ
て
を

受
容
し
、
ど
こ
で
あ
っ
て
も
変
わ
ら
ず
生
活
し
、
い
つ

も
変
わ
ら
な
い
笑
顔
で
家
族
や
教
会
の
人
々
に
接
し
ま
し

た
。
親
し
く
な
っ
た
人
々
に
は
礼
拝
で
会
う
と
、
肩
を
ポ

ン
ポ
ン
と
軽
く
触
れ
て
挨
拶
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
存
在

は
、ど
こ
の
教
会
で
あ
っ
て
も「
禊
子
さ
ん
が
い
る
と
ホ
ッ

と
す
る
」「
禊
子
さ
ん
の
笑
顔
は
最
高
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
13
年
前
、
彼
女
は
悪
性
リ
ン
パ
腫
で
8
時
間
に
も
及
ぶ

手
術
を
受
け
、
8
カ
月
の
入
院
生
活
を
し
ま
し
た
。
入
院

中
は
祈
り
を
求
め
、
自
ら
も
よ
く
祈
り
ま
し
た
。
耳
が
遠

か
っ
た
の
で
大
き
な
声
で
祈
る
の
で
、
同
室
の
患
者
さ
ん

た
ち
か
ら
、
祈
り
を
求
め
ら
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
禊
子
さ

ん
の
祈
り
は
短
く
、
い
つ
も
お
な
じ
で
し
た
が
、
い
つ
も

穏
や
か
な
表
情
で
洗
濯
物
を
取
り
入
れ
た
り
、
た
た
ん
だ

り
し
て
家
事
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

　
6
日
間
の
入
院
、
息
を
引
き
取
る
ま
で
の
姿
は
、
御
手

に
全
て
を
委
ね
た
も
の
で
し
た
。

　
彼
女
の
存
在
に
よ
っ
て
ど
ん
な
に
慰
め
ら
れ
励
ま
さ
れ

て
い
た
か
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、久
山
療
育
園
支
援
の
輪
が
さ
ら
に
広
げ
ら
れ
、

強
め
ら
れ
る
よ
う
に
祈
り
願
っ
て
い
ま
す
。

ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ
ン
・

共
に
生
き
る
恵
み

日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟　

早
良
キ
リ
ス
ト
教
会

牧
師　

今
村　

幸
文

　
主
は
こ
う
言
わ
れ
る
、｢

あ
な
た
が
た

は
わ
か
れ
道
に
立
っ
て
、
よ
く
見
、
い
に

し
え
の
道
に
つ
き
、
よ
い
道
が
ど
れ
か
を

尋
ね
て
、
そ
の
道
に
歩
み
、
そ
し
て
あ
な

た
が
た
の
魂
の
た
め
に
、
安
息
を
得
よ
。」

　
エ
レ
ミ
ヤ
6
：
16

〈
口
語
訳
〉

　　
7
月
21
日
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
予
測

さ
れ
た
通
り
自
民
党
の
一
強
体
制
が
確
立

し
維
新
、
み
ん
な
の
党
を
加
え
れ
ば
改
憲

に
必
要
な
国
会
議
員
の
3
分
の
2
に
迫
る

勢
い
で
す
。

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
唱
え
て
の
景
気
上
昇

に
幻
惑
さ
れ
た
こ
の
国
は
、
改
憲
、
集
団

的
自
衛
権
、
原
発
再
稼
働
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
、
生
活
格
差
の
拡
大
等
の
重
い
課
題
と

対
峙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
を
迎
え

ま
す
。
ま
た
、
安
倍
自
民
党
の
唱
え
る｢

戦
後
レ
ジ
ー
ム
の
清
算｣

の
実
態
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。
再
び
天
皇
を
「
元
首
」
と

し｢

戦
争
の
出
来
る
国
に
す
る｣

た
め
に

改
憲
し
、
明
治
維
新
以
来
の
天
皇
制
軍
国

主
義
に
基
づ
く
富
国
強
兵
、
殖
産
興
業
に

よ
る
侵
略
を
根
本
的
に
支
え
て
来
た｢

大

日
本
帝
国
憲
法｣

の
時
代
に
復
帰
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
帰
結
す
る
と
こ
ろ

が
あ
の
敗
戦
で
あ
り
、
日
本
国
の
破
壊
で

あ
っ
た
の
で
し
た
。

　
第
9
条
だ
け
で
な
く
、
主
権
在
民
、
人

権
の
尊
重
は
、
敗
戦
後
の
日
本
の
誇
り
と

す
べ
き
憲
法
で
す
。
む
し
ろ
、
自
民
党
が

目
論
む
国
の
在
り
方
と
し
て
第
3
章
改
訂

を
注
意
深
く
見
届
け
る
大
切
さ
を
痛
感
し

ま
す
。
安
倍
氏
が
総
理
就
任
の
際
に
人
指

し
指
を
一
本
突
き
出
し
『
豊
か
な
国
、
強

い
国
№
1
日
本
』
と
叫
ん
だ
そ
の
指
先
は

何
を
指
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
エ
レ
ミ
ヤ
は
、
紀
元
前
６
０
０
年
代
に

イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
衆
の
中
に
あ
っ
て
、
民

衆
と
共
に
苦
し
み
な
が
ら
神
か
ら
召
命
を

受
け
、神
の
言
葉
を
聴
い
た
預
言
者
で
す
。

　
こ
こ
で
、
新
共
同
訳
で
は｢

さ
ま
ざ
ま

な
道
に
立
っ
て
、
眺
め
よ
。｣

で
す
が
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
注
解
書
で
は
「
十
字
路
に

立
ち
止
ま
れ
。｣

と
な
っ
て
い
ま
す
。
西

南
学
院
大
学
神
学
部
の
日
原
先
生
に
お
聞

き
し
た
と
こ
ろ
「
凝
視
す
る
」「
目
を
凝

ら
し
て
見
る
」
と
い
う
意
味
で
、
た
だ
さ

ま
ざ
ま
な
道
に
立
っ
て
、（
ぼ
ん
や
り
」

眺
め
る
」
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。

　
有
権
者
の
半
数
に
近
い
棄
権
者
。
た
だ

批
判
す
る
だ
け
の
マ
ス
コ
ミ
な
ど
、「
眺

め
る
」で
な
く
、あ
ら
ゆ
る
も
の
が
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
、
混
沌
と
し
た
今
日
の
状
況
の

中
で
、
じ
っ
く
り
と
私
た
ち
の
生
き
方
を

見
据
え
な
が
ら
判
断
し
行
動
す
る
も
の
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
バ
プ
テ
ス
ト
が
最
も
大
切
に
し
て
来
た

「
神
の
前
に
凡
て
は
平
等
で
あ
り
、
各
個

の
人
権
と
自
由
の
尊
重
」
は
護
ら
ね
ば
な

ら
な
い
と
い
う
主
張
に
反
す
る
自
民
党
改

憲
草
案
に
対
し
て
教
会
は
し
っ
か
り
と
目

を
開
い
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

の
到
来
を
覚
え
ま
す
。

藤田　英彦

支
援
者
か
ら
の
声 

第
六
回
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６
月
１
日
（
土
）
に
、大
災
害
（
地
震
）

を
想
定
し
た
災
害
対
策
訓
練
を
行
な
い

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
平
日
の
日
中
に
震
度
６
の

地
震
が
発
生
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
停
電

の
み
、
ガ
ス
・
水
は
使
用
可
能
と
い
う

想
定
で
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
実
際

に
電
源
を
切
り
、
全
館
停
電
の
中
、
非

常
用
自
家
発
電
機
の
み
で
10
時
か
ら
15

時
ま
で
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
日
の
災
害
発
生
と
い
う
こ

と
で
、
通
所
や
外
来
の
利
用
者
が
帰
宅

出
来
な
い
と
い
う
想
定
も
含
め
て
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
の
目
的
は
、
①
３
年
前
の
訓
練

後
に
変
更
し
た
非
常
照
明
の
点
灯
状
態

の
確
認
、
②
Ｌ
Ｃ
Ｕ
の
移
動
状
態
の
確

認
、
③
停
電
の
中
で
の
業
務
遂
行
の
確

認
、
④
通
所
、
外
来
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
へ
の
対
応
確
認
、
⑤
非
常
用
発

災
害
対
策
訓
練
を
通
し
て

（
５
／
８
～
７
／
31
）

【
退
職
】

▽
手
島
一
雄
（
看
護
師
）
５
／
15
付

▽
智
原
美
樹
（
看
護
師
）
６
／
30
付

▽
谷
相
裕
之
（
看
護
師
）
６
／
30
付

【
採
　
用
】

▽
窪
田
次
男
（
法
人
（
粕
屋
６
町
自

立
支
援
協
議
会
事
務
）
／
非
常
勤
）

６
／
１
付
▽
池
田
リ
サ
（
介
護
福
祉

士
）
７
／
16
付

職
員
の
異
動

【
4
月
】

▽
2
日
　
通
所
保
護
者
総
会
・
通
所

始
園
式
（
利
用
者
23
名
、
保
護
者
43

名
参
加
）　
▽
4
日
　
新
職
員
対
象

防
災
避
難
訓
練
　
▽
8
日
　
福
岡
特

別
支
援
学
校 

始
業
式
　
▽
13
日
　

社
会
福
祉
法
人
キ
リ
ス
ト
者
奉
仕
会 

30
周
年
式
典
（
オ
ー
ム
タ
ガ
ー
デ
ン

ホ
テ
ル
）　
▽
21
日
　
保
護
者
の
会

総
会
・
久
山
療
育
園
と
の
懇
談
会
　

▽
26
日
　
通
所
保
護
者
会
、
博
多
高

等
学
校
事
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
30
名
）

【
5
月
】

▽
2
日
　
糟
屋
保
険
福
祉
事
務
所
来

園
（
2
名
）、
西
南
学
院
大
学 

社
会

福
祉
学
科 

サ
ー
ビ
ス
体
験
利
用
実
習

（
20
名
）　
▽
6
日
　
認
定
看
護
師
研

修
運
営
会
議
（
8
名
）　
▽
13
日
　

博
多
学
園 

看
護
専
攻
科 

小
児
看
護

学
実
習
（
6
名
）
～
5
／
17
　
▽
15

日
　
福
岡
県
重
症
児
者
を
守
る
会 

療

育
キ
ャ
ン
プ
研
修
（
研
修
生
21
名
、

事
務
局
員
1
名
）　
▽
17
日
　
福
岡

特
別
支
援
学
校
高
等
部
よ
り
訓
練
見

学
（
2
名
）　
▽
18
日
　
２
０
１
３

年
度 

運
動
会
　
▽
20
日
　
博
多
高
等

学
校
看
護
専
攻
科 

小
児
看
護
学
実

習
（
6
名
）
～
5
／
24
　
▽
22
日
　

三
野
原
病
院
さ
さ
ぐ
り
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
見
学
（
3
名
）

メ
　
モ
　
帳

▽
24
日
　
福
岡
市
南
区
第
1
地
区
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
施
設
見
学

（
19
名
）　
▽
27
日
　
博
多
高
等
学
校

看
護
専
攻
科 

小
児
看
護
学
実
習
（
5

名
）
～
5
／
31
、
精
華
女
子
短
期
大

学
幼
児
保
育
科
実
習
（
4
名
）
～
6

／
5
　
▽
29
日
　
南
福
岡
特
別
支
援

学
校
高
等
部
通
園
実
習
（
1
名
）　

【
6
月
】

▽
3
日
　
福
岡
県
福
祉
労
働
部
来
園

（
4
名
）、
西
南
女
学
院
大
学
社
会
福

祉
学
科
実
習
（
2
名
）
～
6
／
18
　

▽
4
日
　
篠
栗
中
学
校
先
生
来
訪

（
1
名
）　
▽
5
日
　
粕
屋
保
健
福
祉

事
務
所
主
催
：
福
岡
大
学
医
学
部
3

年
生
実
習
①
（
保
健
福
祉
事
務
所
よ

り
1
名
、
実
習
生
5
名
）　
▽
6
日

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
懇
談
会
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
17
名
参
加
）　
▽
8
日
　
Ｌ

Ｃ
Ｕ
入
口
床
張
替
工
事
、
二
日
市
徳

洲
会
病
院
施
設
見
学
（
5
名
）　
▽

9
日
　
篠
栗
教
会
花
の
日
訪
問
（
10

名
）、
福
岡
西
部
バ
プ
テ
ス
ト
教
会

花
の
日
訪
問
（
15
名
）　
▽
10
日
　

博
多
高
等
学
校
看
護
専
攻
科
小
児
看

護
学
実
習
（
6
名
）
～
6
／
14
　
▽

11
日
　
福
岡
県
新
任
職
員
研
修
（
3

名
）　
▽
12
日
　
粕
屋
保
健
福
祉
事

務
所
主
催
：
福
岡
大
学
医
学
部
3
年

生
実
習
②
（
保
健
福
祉
事
務
所
よ
り

1
名
、
実
習
生
6
名
）　
▽
13
日
　

福
岡
特
別
支
援
学
校
高
等
部
通
所
実

習
（
1
名
）、
通
所
避
難
訓
練
　
▽

14
日
　
シ
オ
ン
山
7
幼
稚
園
母
の
会

見
学
（
12
名
）、
南
福
岡
特
別
支
援

学
校
高
等
部
通
所
見
学
（
5
名
）　

▽
15
日
　
保
護
者
会
役
員
と
の
懇
談

会
、
テ
レ
ベ
ル
ト
グ
リ
ー
ン 

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
演
奏
会
（
演
奏
者
他
、
計
5

名
）、
九
州
地
区 

重
症
心
身
障
害
福

祉
協
会
認
定
・
看
護
師
研
修
運
営
委

員
会
（
9
名
）　
▽
20
日
　
福
岡
特

別
支
援
学
校 

授
業
参
観
・
懇
談
会
～

6
／
21
、
新
宮
町
障
害
福
祉
課
通
所

見
学
（
7
名
）　
▽
24
日
　
私
設
病

院
協
会
看
護
学
校 

小
児
看
護
学
実
習

～
7
／
2
　
▽
25
日
　
麻
生
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校 

Ｏ
Ｔ
一
日

実
習
（
学
生
20
名
、
引
率
3
名 

）　

▽
27
日
　
フ
ェ
リ
ス
女
子
学
園
同
窓

生
に
よ
る
楽
器
演
奏
（
3
名
）　
▽

28
日
　
篠
栗
中
学
校
福
祉
体
験
学
習

（
4
名
）

電
機
の
容
量
確
認
、
⑥
重
要
文
書
や
カ

ル
テ
の
持
出
確
認
。

　
職
員
一
人
一
人
が
真
剣
に
取
り
組

み
、
実
り
あ
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
を
通
し
て
、
新
た
な
る

課
題
も
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
夜
間
に
発
生
し
た
場
合
の
対
応
や
マ

ン
パ
ワ
ー
の
確
保
、
ガ
ス
・
水
が
使
え

な
い
場
合
の
対
応
、
職
員
の
食
糧
確
保

な
ど
。
更
に
は
非
常
用
コ
ン
セ
ン
ト
と

照
明
の
不
足
箇
所
も
新
た
に
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
災
害
に
は
定
義
が
な
く
、
基
準
を
作

る
の
が
難
し
い
の
で
す
が
、
訓
練
を
通

し
て
一
人
一
人
の
意
識
を
高
め
る
事

と
、
災
害
対
策
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

を
進
め
て
行
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
早
２
年
。
あ
の

出
来
事
を
忘
れ
ず
訓
練
を
通
し
て
、
意

識
の
向
上
と
、
災
害
が
起
き
た
時
に
敏

速
に
対
応
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
設
備
管
理
　
二
宮
）
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　「
ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン
に
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
？
」
あ
る
日
、

こ
ん
な
素
敵
な
ご
招
待
が
あ
り
、

出
掛
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
建
て
ら
れ
た
ば
か
り
の
ク

ロ
ス
ガ
ー
デ
ン
。「
ど
ん
な
と

こ
ろ
だ
ろ
う
？
」
と
私
た
ち
は

心
を
躍
ら
せ
ま
し
た
。

　「
い
ら
っ
し
ゃ
～
い
」
大
き

な
声
と
素
敵
な
笑
顔
で
迎
え
て

く
だ
さ
り
、
私
た
ち
の
ワ
ク
ワ

ク
も
最
高
潮
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
入
る
と
、
広
い
カ
フ
ェ
が

あ
り
、
そ
こ
は
自
由
に
く
つ
ろ

げ
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
近
所
の
方
々
も

立
ち
寄
り
、
新
し
い
出
会
い
も

あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の

出
会
い
の
場
で
、
当
セ
ン
タ
ー

を
知
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
、

私
た
ち
は
久
山
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
お
渡
し
し
ま
し

た
。
快
く
受
け
取
っ
て
下
さ

り
、「
コ
ー
ナ
ー
を
作
ろ
う
か

し
ら
？
」
な
ん
て
嬉
し
い
お
言

葉
も
…
。

　
天
井
の
高
い
チ
ャ
ペ
ル
で
は

先
生
方
が
ギ
タ
ー
や
ピ
ア
ノ
を

演
奏
し
て
下
さ
り
、
讃
美
歌
を

歌
う
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
バ
ス
ハ
イ
ク
や
園

『
す
て
き
な
招
待
状
』

外
活
動
で
も
利
用
さ
せ
て
頂
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
福
岡
市

の
中
央
に
あ
る
大
名
ク
ロ
ス

ガ
ー
デ
ン
に
皆
さ
ん
も
立
ち

寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
新
し
い

出
会
い
の
場
が
待
っ
て
い
ま
す

よ
。
　
　
　

（
ひ
か
り
棟
　
道
子
＆
律
子
＆

保
育
士
・
陣
内
晶
子
）

運
動
会

ひ
か
り
棟
Ｌ
Ｃ
Ｕ　

園
芸
活
動
に
つ
い
て

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
！
ど
う
ぞ
!!

なすびの観察日記を描いてます

真っ赤なトマトを収穫しました聖火点火 !!

チ
ャ
ペ
ル
に
て

初夏の爽やかな季節、イベントいっぱい!

　
気
持
ち
の
い
い
日
射
し
と
風
に
誘
わ

れ
て
、
ち
ょ
っ
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
お
散

歩
♪
そ
ん
な
時
に
は
、
ど
う
ぞ
Ｌ
Ｃ
Ｕ

の
前
に
あ
る
花
壇
に
足
を
伸
ば
し
て
見

て
下
さ
い
。
赤
や
黄
色
、
緑
の
鮮
や
か

な
野
菜
の
沢
山
な
っ
た
Ｌ
Ｃ
Ｕ
自
慢
の

畑
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

　
畑
に
詳
し
い
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
に
ご
協
力
頂
き
、
Ｌ
Ｃ
Ｕ

の
園
芸
活
動
で
は
、
今
年
度
は
「
畑
づ

く
り
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
晴
れ
の
日

に
は
畑
に
お
水
を
あ
げ
つ
つ
観
察
日
記

を
付
け
た
り
、
収
穫
し
た
野
菜
を
手
に

と
っ
た
り
し
て
、
毎
日
食
べ
て
い
る
お

野
菜
が
ど
の
よ
う
に
し
て
育
ち
、
実
の

　
5
月
18
日
に
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
天
気
予
報
で
は
、
絶
対
に
雨
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
当
日
に
な
る
と

と
っ
て
も
良
い
天
気
！

　
今
年
の
聖
火
を
担
当
し
て
下
さ
っ
た

の
は
、
ひ
か
り
棟
桃
野
さ
ん
。
今
年
で

還
暦
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
元
気

い
っ
ぱ
い
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
務
め
て
下

さ
い
ま
し
た
。
通
所
の
方
々
も
競
技
種

目
に
参
加
さ
れ
、
大
勢
で
競
技
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
な
め
こ
を
収
穫
し
た
り
、

勇
者
に
な
っ
た
り
…
ど
の
種
目
も
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
！
そ
し
て
、
毎

年
恒
例
の
職
員
の
新
人
紹
介
。
今
年
は

体
を
張
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
皆
を

笑
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
こ
れ
ま
た
恒
例
の
風
船

飛
ば
し
。
色
と
り
ど
り
の
風
船
に
手
を

振
り
な
が
ら
飛
ん
で
行
く
の
を
見
る
の

は
、
と
て
も
良
い
光
景
で
し
た
。
毎
年

そ
の
時
の
流
行
り
が
感
じ
取
れ
る
運
動

会
。

　
来
年
は
ど
ん
な
運
動
会
に
な
る
の
か

な
？
　
　

（
ひ
か
り
棟
　
介
護
福
祉
士
　
沖
西
）

る
の
か
を
学
ん
で
い
ま
す
。「
土
の
香

り
が
す
る
ね
」「
ピ
ー
マ
ン
は
ツ
ル
ツ

ル
し
て
る
ね
」「
美
味
し
そ
う
だ
ね
」

と
話
す
そ
の
表
情
は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
、

野
菜
た
ち
を
見
つ
め
る
そ
の
眼
差
し
は

ど
こ
か
愛
お
し
げ
。
食
前
の
「
い
た
だ

き
ま
す
」
の
言
葉
も
、
い
つ
も
よ
り
も

厳
か
に
感
じ
て
し
ま
っ
た
り
？

　
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
も
、
Ｌ
Ｃ
Ｕ
の
メ
ン

バ
ー
と
一
緒
に
畑
に
お
水
を
あ
げ
に
遊

び
に
き
て
下
さ
い
。

（
ひ
か
り
棟
　
介
護
福
祉
士
　
山
口
）
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祭りや園外活動と盛りだくさん！
　

7
月
27
日
、
今
日
は
待
ち
に
待
っ
た
夏
祭
り

☆
前
日
に
は
ち
ょ
う
ち
ん
が
飾
ら
れ
て
い
る

の
を
見
て
み
ん
な
で
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
！

当
日
は
み
ん
な
で
浴
衣
や
甚
平
を
着
て
、
気
分

も
最
高
潮
に
!!

　
１
階
と
２
階
に
は
様
々
な
お
店
が
あ
っ
て
、

ゲ
ー
ム
で
景
品
を
も
ら
っ
た
り
食
堂
で
た
こ

焼
き
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
た
り
と
、
み

ん
な
お
祭
り
を
思
う
存
分
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　
15
時
か
ら
は
交
流
ホ
ー
ル
で
盆
踊
り
♪

ト
ー
マ
ス
と
ゴ
ー
ド
ン
も
遊
び
に
来
て
く
れ

て
、
み
ん
な
素
敵
な
笑
顔
☆
そ
れ
を
し
っ
か
り

と
写
真
に
お
さ
め
る
ス
タ
ッ
フ
☆

　
最
後
に
み
ん
な
で
ま
ん
ま
る
音
頭
を
元
気

い
っ
ぱ
い
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
し
ま
し
た
。

そ
し
て
夜
は
恒
例
の
花
火
！
風
が
ち
ょ
っ
と

強
か
っ
た
け
ど
、
う
ち
わ
で
煙
を
扇
い
だ
の
も

い
い
思
い
出
。

　
夏
祭
り
で
、
ま
た
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で

き
ま
し
た
ね
！

（
め
ぐ
み
棟
　
介
護
福
祉
士
　
野
邊
）

　
２
０
１
３
年
６
月
28
日
金
曜
日

　
今
日
は
め
ぐ
み
棟
の
大
原
信
幸
さ
ん
、
草
場

貴
子
さ
ん
、
松
尾
康
代
さ
ん
、
藤
井
沙
耶
香
さ

ん
、
牟
田
勝
幸
さ
ん
の
５
名
と
保
護
者
３
名
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
１
名
、
職
員
５
名
の
大
人

数
で
園
外
活
動
で
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
へ
行
き

ま
し
た
。
そ
の
日
天
候
も
良
く
、
車
２
台
で
目

的
地
へ
い
ざ
出
発
！
！

　
私
も
園
外
活
動
が
久
し
ぶ
り
で
不
安
と
緊

張
と
楽
し
み
の
中
１
日
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
朝
が
早
か
っ
た
せ
い
か
、
出
発
前
ま
で
は
み

ん
な
夢
の
中
で
し
た
が
、
出
発
す
る
と
し
っ
か

り
起
き
、
窓
の
外
を
見
た
り
「
今
日
は
ど
こ
に

行
く
の
か
な
～
」
と
周
り
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し

て
い
ま
し
た
。

バ
ス
に
揺
れ
る
こ
と
30
分
…

　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
に
到
着
し
、
メ
イ
ン
の

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
へ
！
！
四
季
の
星
座
や
普

段
見
ら
れ
な
い
星
の
数
々
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
最
後
ま
で
一
生
縣
命
見
て
い
る
利
用
者
様

の
様
子
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
進
行
の
お
姉
さ
ん
の
声
に
癒
さ
れ
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
つ
つ
大
原
さ
ん
は
、
あ
ま
り
の
気
持
ち

良
さ
に
星
を
眺
め
な
が
ら
ま
た
ま
た
夢
の
中

へ
…
。
あ
っ
と
い
う
間
の
50
分
間
で
し
た
。

　
そ
の
後
昼
食
も
兼
ね
て
昼
休
み
を
と
り
、
天

候
も
良
か
っ
た
為
外
に
出
て
保
護
者
と
自
由

散
策
し
、
記
念
撮
影
を
し
て
、
バ
ス
に
乗
っ
て
、

久
山
療
育
園
に
帰
り
ま
し
た
。
帰
り
の
バ
ス
の

中
で
は
、
み
ん
な
疲
れ
て
い
た
せ
い
か
ぐ
っ
す

り
眠
っ
て
い
ま
し
た
。

『
楽
し
か
っ
た
夏
祭
り
』

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
う
っ
と
り

　
そ
の
間
保
護

者
の
方
と
職
員

で
昔
の
療
育
園

の
行
事
や
活
動

の
思
い
出
話
が

聞
け
て
、
今
後

の
療
育
園
の
行

事
や
活
動
に
活

か
せ
て
い
け
た

ら
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
日
１
日
を
終
え
て
、
最
初
の
不
安
や
緊
張

も
す
べ
て
楽
し
さ
に
変
わ
り
利
用
者
様
の
笑
顔

も
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
め
ぐ
み
棟
　
介
護
福
祉
士
　
鳥
飼
）

甚
平
姿
が
素
敵
で
す
！

光
る
サ
ン
グ

ラ
ス
、
ゲ
ッ
ト

し
ま
し
た
！

6 月 28 日 宗像ユリックス

　
毎
年
８
月
の
お
盆
に
な
る
と
、
療
育
園
の
周

り
で
も
お
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
も
い

ち
ば
ん
近
い
東
久
原
と
い
う
地
域
で
行
わ
れ
る

お
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
例
年
２
～
３
人
で

行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今
年
は
は
り
き
っ
て

７
人
の
利
用
者
と
共
に
大
人
数
で
出
か
け
ま
し

た
。

　
こ
の
夏
は
暑
さ
も
厳
し
く
、『
夕
方
に
な
っ

て
も
暑
さ
は
大
丈
夫
？
』『
利
用
者
へ
の
負
担

は
？
』
な
ど
心
配
も
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
日

頃
の
行
い
の
良
い
療
育
園
の
仲
間
た
ち
の
お
か

げ
で
、
涼
し
い
風
の
中
、
出
掛
け
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

わ
く
わ
く
夜
の
お
出
か
け

～
盆
踊
り
の
巻
～

　
盆
踊
り
が
始
ま
る
前
に
、
ま
ず
は
お
楽
し
み

の
買
い
物
で
す
。
か
ら
あ
げ
・
ポ
テ
ト
な
ど
の

美
味
し
そ
う
な
物
や
く
じ
引
き
ゲ
ー
ム
等
、
ど

れ
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
ば
か
り
で
、
地
域
の

方
々
に
や
さ
し
く
声
を
掛
け
ら
れ
な
が
ら
、
楽

し
く
買
い
物
で
き
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
公
園
の
横
に
立
て
ら
れ

た
櫓
に
子
供
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
曲

が
流
れ
だ
す
と
子
ど
も
た
ち
は
自
然
と
輪
に
な

り
踊
り
出
し
ま
し
た
。
聞
け
ば
、
何
週
間
も
前

か
ら
練
習
し
た
と
の
こ
と
。
み
ん
な
自
然
と
手

が
動
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
輪
に
な
り
、
調

子
よ
く
車
椅
子
で
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
ま
し
た
。

お
買
い
物
よ
り
も
盆
踊
り
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
利
用
者
も
多
く
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
と
手
拍
子

に
み
ん
な
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
何
曲
踊
っ
た
で
し
ょ
う
か
・
・
。
夕
焼
け
で

み
ん
な
の
顔
が
照
ら
さ
れ
る
頃
、
盆
踊
り
も
終

了
と
な
り
ま
し
た
。
お
祭
り
は
そ
こ
か
ら
、
第

２
部
が
あ
る
ら
し
く
、
カ
ラ
オ
ケ
や
仮
装
大

会
な
ど
が
あ
っ
た
そ
う

な
・
・
。
私
た
ち
は
地

域
の
方
々
に
挨
拶
を
し

『
ま
た
来
た
い
ね
』
と

笑
い
あ
い
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
町
の
お

祭
り
は
ど
ん
な
お
祭
り

で
す
か
？
な
か
な
か
行

け
な
い
け
ど
、
た
く
さ

ん
話
が
聞
け
る
と
う
れ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
祭
り
の
話
を
し
に
療
育
園
へ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
！

ま
っ
て
ま
～
す
！（

ひ
か
り
棟
　
保
育
士
　
陣
内
）
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今
年
も
待
ち
に
待
っ
た
プ
ー
ル

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
♪
当
園
の

プ
ー
ル
は
屋
外
な
の
で
、
今
年
は

天
気
だ
け
で
な
く
「
Ｐ
Ｍ
２
．
５
」

の
値
も
気
に
し
な
が
ら
の
プ
ー
ル

活
動
で
す
。

　
通
所
の
プ
ー
ル
日
は
火
・
水
・

木
曜
日
の
午
前
中
。
一
日
当
た
り

４
名
～
５
名
の
利
用
、
希
望
者
全

員
こ
の
夏
で
一
人
当
た
り
お
よ
そ

３
回
利
用
で
き
る
よ
う
に
（
も
っ

と
利
用
し
た
い
だ
ろ
う
な
と
思
い

つ
つ
・
・
）
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　
通
所
で
は
利
用
者
の
医
療
度
に

合
せ
て
安
心
し
て
プ
ー
ル
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
、
看
護
師
１
名
～

２
名
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
久
山
療
育
園
で
も
初
め
て
、

人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
な
が
ら
の

プ
ー
ル
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
な
の
で
、

一
緒
に
水
鉄
砲
で
遊
ぶ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
の
助
け
も
「
と
て
も
」
必
要

で
、
通
所
か
ら
離
れ
た
プ
ー
ル
ま

で
の
移
動
介
助
や
浮
輪
等
の
グ
ッ

ズ
選
び
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。（
随
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
♪
）

　
プ
ー
ル
活
動
は
重
症
心
身
障
害

者
の
方
に
と
っ
て
も
、
十
分
に
意

味
の
あ
る
活
動
で
す
。
筋
緊
張
で

硬
く
な
っ
て
い
る
手
足
が
、
水
の

中
で
は
不
思
議
と
力
が
抜
け
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。
ま
た
、
陸

地
で
は
味
わ
え
な
い
姿
勢
を
体
験

で
き
、
浮
力
が
働
く
の
で
少
し
の

力
で
も
自
分
で
手
足
を
動
か
せ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　「
今
日
は
プ
ー
ル
の
日
」
と
思
う

だ
け
で
、
嬉
し
す
ぎ
て
笑
顔
が
止

ま
ら
な
く
、
脈
が
高
く
な
っ
た
り
、

家
を
出
る
前
か
ら
緊
張
し
た
り
と
、

「
プ
ー
ル
」
と
い
う
言
葉
は
、
利
用

者
を
身
体
的
・
精
神
的
に
変
え
る

力
が
あ
り
ま
す
。
天
候
が
悪
く
中

止
に
な
っ
た
日
は
、
利
用
者
の
方

の
機
嫌
が
悪
く
な
る
事
さ
え
あ
り

ま
す
。

　
通
所
利
用
者
の
医
療
度
は
年
々

高
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
う

い
う
状
況
に
合
せ
て
ス
タ
ッ
フ
の

配
置
も
工
夫
す
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
ま
す
。「
ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ
ン
」

の
精
神
を
胸
に
、
多
職
種
の
ス
タ
ッ

フ
が
協
力
し
、
こ
れ
か
ら
も
通
所

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
通
所
　
看
護
師
　
吉
村
）

　
僕
は
昨
年
高
校
を
卒
業
し
、
四
月
か
ら
通
所
し
て
い
ま
す
、

神
田
晃
希
で
す
。

　
四
年
前
か
ら
、
人
工
呼
吸
器
を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
、
重

度
で
医
療
ケ
ア
も
必
要
な
の
で
、
行
く
と
こ
ろ
も
限
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
快
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
、
緊
張
し
て
ド
キ
ド
キ
！
！
声
も
出
な
い
ほ
ど
で

し
た
が
、今
で
は
通
所
前
日
に
な
る
と
、「
明
日
、久
山
よ
！
！
」

と
お
母
さ
ん
に
教
え
て
い
ま
す
。
今
、
リ
ハ
ビ
リ
の
時
間
に
、

パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー
ム
を
す
る
こ
と
に
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。
優
し

い
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
囲
ま
れ
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
家
で
は
、
Ｄ
Ｓ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
、
週
末
に
な
る
と
い
と
こ

達
が
集
ま
り
、
自
宅
用
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
も
大
好
き
で
す
。（
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
と
握

手
し
た
の
が
唯
一
の
自
慢
で
す
。）

　
週
一
回
、
久
山
療
育
園
、
福
岡
病
院（
ひ
ま
わ
り
）に
通
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
僕
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
母
共
々
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
息
子
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、
同
様
に
、
私
も
他
の
お
母

様
方
の
色
々
な
お
話
が
聞
け
る
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
お
も
し
ろ
す
ぎ
て
…
シ
ワ
が
気
に
な
る
ぐ
ら
い
で

す（
笑
）今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
母
よ
り
）

通
所
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！

神
田　

晃
希
さ
ん

外
来

療
育

宇

宙

そら

　
通
所
で
の
宇
宙
の
活
動
が
始
ま
っ
て
早
く
も
4
か

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
新
し
い
環
境
、
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
に
も
す
ぐ
に
慣

れ
笑
顔
で
来
所
し
て
く
る
姿
に｢
ホ
ッ｣

と
し
、
う

れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
活
動
の
中
で
も
皆
が
大
好

き
な
「
音
楽
療
法
」
に
つ
い
て
少
し
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
オ
レ
ン
ジ
色
の
プ
ー
さ
ん
の
エ
プ
ロ
ン
を
着
た
笑

顔
の
素
敵
な
佐
藤
先
生
が
個
々
の
子
ど
も
た
ち
に
合

せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
感
覚
刺
激
を
十
分
に
引
き

出
し
な
が
ら
色
々
な
楽
器
（
ク
ラ
ベ
ス
・
カ
バ
サ
・

ギ
ロ
・
ツ
リ
ー
チ
ャ
イ
ム
な
ど
）
を
使
っ
て
興
味
を

見
つ
け
広
げ
て
い
っ
て
く
れ
ま
す
。
音
が
身
体
に
伝

わ
る
と
ニ
ッ
コ
リ
笑
っ
た
り
、
唇
で
ピ
ク
ピ
ク
リ
ズ

ム
を
取
っ
た
り
・
・
・
。
子
ど
も
た
ち
の
い
ろ
い
ろ

な
表
情
に
そ
の
場
の
雰
囲
気
も
明
る
く
な
り
ま
す
。

月
に
一
度
の
音
楽
療
法
で
す
が
子
ど
も
た
ち
も
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
て
、
活
動
が
始
ま
る
と
声
を
出

し
て
期
待
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
お
母

様
方
も
子
ど
も
の
反
応
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間
の
活

動
時
間
で
す
が
、
親
子
、
ス
タ
ッ
フ
、
と
て
も
貴
重

な
時
間
を
共
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
音

楽
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
い
経
験
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
通
所
　
保
育
士
　
汐
田
）

「
何
の
音
か
な
？　

楽
し
い
音
楽
療
法
」

待
ち
に
待
っ
た
プ
ー
ル
活
動

☆人工呼吸器を使用してのプール活動☆
医師・看護師・ＰＴなど、多職種のスタッ
フで介助をしている。マットを外してプー
ル活動が出来る様に、補助具を考案・作成中。
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今
回
は
、
今
年
4
月
よ
り
久
山
の
診

療
部
長
と
し
て
お
勤
め
い
た
だ
い
て
い

る
、
渡
辺
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

Ｑ
：「
医
師
を
目
ざ
し
た
き
っ
か
け

何
で
す
か
」

　
Ａ
：
な
ん
で
だ
ろ
う
。
小
学
校
の
頃

か
ら
人
を
含
め
て
生
き
物
が
好

き
だ
っ
た
か
ら
か
な
。
人
の
た

め
に
な
る
し
、
誰
か
ら
も
反
対

さ
れ
な
い
で
す
か
ら
ね
。

　
　

―
渡
辺
先
生
は
心
臓
外
科
が
ご
専

門
と
の
こ
と
で
す
が

　
　
　
心
臓
外
科
を
目
指
し
た
の
は
、

心
臓
と
い
う
の
は
生
命
の
根
源

で
、
難
し
い
と
こ
ろ
が
な
い
‥

判
断
が
曖
昧
な
と
こ
ろ
が
な
く

て
、
善
し
悪
し
の
白
黒
が
は
っ

き
り
し
て
い
る
か
ら
で
す
ね
。

　

Ｑ
：「
久
山
療
育
園
と
の
出
会
い
は

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で

す
か
？
」

　
Ａ
：
山
田
理
事
長
と
僕
の
自
宅
と
が

近
く
て
、十
数
年
近
く
前
か
ら
、

僕
の
家
族
が
家
族
ぐ
る
み
の
付

き
合
い
を
し
て
い
て
ね
。
そ
の

縁
が
あ
っ
て
、
久
山
で
医
師
を

必
要
と
し
て
い
る
と
い
う
話
を

聞
い
た
ん
で
す
よ
。

　
　

―
先
生
の
ご
自
宅
か
ら
久
山
ま
で

か
な
り
の
距
離
が
あ
り
ま
す

が
、
戸
惑
い
や
迷
い
な
ど
は
な

か
っ
た
の
で
す
か
？

　
　
　
う
ん
、
そ
う
だ
ね
ぇ
。
そ
う
で

も
な
い
で
す
よ
。
以
前
は
行
橋

の
方
の
病
院
に
行
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
る
し
、
そ
こ
よ
り
も

久
山
の
方
が
近
い
か
ら
ね
。
僕

も
話
を
聞
い
て
興
味
を
持
っ
た

し
、こ
れ
か
ら
も
医
師
と
し
て
、

自
分
に
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ

れ
ば
と
思
っ
て
、
久
山
に
来
る

こ
と
を
決
め
た
ん
で
す
よ
。

　

Ｑ
：「
そ
う
い
う
縁
が
あ
っ
た
の
で

す
ね
。
で
は
、
先
生
の
医
師
と

し
て
の
基
本
的
な
考
え
方
、
医

師
と
し
て
の
姿
勢
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
教
え
て
い
た
だ
け
ま

渡
辺
先
生
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

す
か
？
」

　
Ａ
：
難
し
い
質
問
で
す
ね
。
ん
ー

‥
。
医
師
と
い
う
の
は
基
本
的

に
は
、
病
気
の
治
療
や
そ
の
た

め
の
研
究
、
勉
強
を
し
て
い
く

も
の
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
以

外
に
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
た
時
‥
特
別
な
環
境
に
お
い

て
だ
け
で
は
な
く
て
、
自
分
が

持
っ
て
い
る
知
識
と
感
性
で
、

自
分
の
目
の
前
に
い
る
人
の
た

め
に
努
力
を
す
る
、
と
い
う
こ

と
が
僕
の
姿
勢
か
な
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
た
め
の
勉
強
を
怠
っ

て
は
い
け
な
い
で
す
け
ど
ね
。

　
　

―
医
師
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
ま
ず
人
と
し
て
、
目
の
前

の
人
に
真
摯
に
向
き
合
う
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
ね
。

　

Ｑ
：「
休
日
は
何
を
し
て
過
ご
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
」

　
Ａ
：
趣
味
の
音
楽
を
楽
し
む
た
め
に

仲
間
と
会
っ
た
り
、
写
真
を

撮
っ
た
り
、
家
族
サ
ー
ビ
ス
で

買
い
物
に
行
っ
た
り
、
Ｔ
Ｖ
ド

ラ
マ
を
観
た
り
し
て
い
ま
す

よ
。
好
き
な
こ
と
、
や
り
た
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
寝

る
の
が
も
っ
た
い
な
い
っ
て
思

う
ん
だ
よ
ね
。
寝
な
い
と
き
つ

い
か
ら
、
早
く
寝
る
よ
う
に

は
思
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
ね

(

笑)

。

　
　
―
写
真
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
始
め
ら

れ
た
ん
で
す
か
？

　
　
　
写
真
は
ね
、
4
～
5
年
前
か
ら

で
す
ね
。
近
所
に
ふ
ら
っ
と
撮

り
に
行
っ
た
り
、
お
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
に
出
か
け
て
行
っ
て

撮
っ
た
り
。人
も
風
景
も
、ど
っ

ち
も
撮
っ
て
ま
す
よ
。

　
　

―
私
も
写
真
も
音
楽
も
好
き
な
の

で
、
先
生
と
趣
味
が
共
通
し
て

い
ま
す
ね
。
私
も
趣
味
で
、
も

う
二
十
年
吹
奏
楽
を
し
て
い
る

ん
で
す
が
、
先
生
は
ど
の
よ
う

な
音
楽
を
さ
れ
る
の
で
す
か
？

　
　
　
音
楽
は
小
学
校
か
ら
の
リ
コ
ー

ダ
ー
か
ら
興
味
を
持
ち
だ
し

て
、
中
学
で
フ
ル
ー
ト
を
始
め

て
、
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
人

に
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い

た
ん
で
す
よ
。
だ
け
ど
高
校
生

の
こ
ろ
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
に

ハ
マ
っ
て
、
フ
ル
ー
ト
よ
り
も

リ
コ
ー
ダ
ー
の
方
が
好
き
に

な
っ
た
ん
だ
よ
。
そ
れ
以
来
、

全
く
音
を
出
さ
な
い
日
は
な
い

で
す
ね
。
リ
コ
ー
ダ
ー
は
実
は

と
て
も
歴
史
が
古
く
て
、
い
ろ

い
ろ
な
種
類
が
あ
っ
て
ね
。
と

て
も
面
白
い
楽
器
で
す
よ
。

　

Ｑ
：「
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
種
類

が
あ
る
ん
で
す
ね
。
話
は
変
わ

る
の
で
す
が
、
先
生
の
ヘ
ア
ス

タ
イ
ル
も
眼
鏡
も
、
と
て
も
個

性
的
で
素
敵
で
す
が
、
何
か
こ

だ
わ
り
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
下

さ
い
。」

　
Ａ
：
特
に
な
い
で
す
よ
。
で
も
な
ん

だ
か
芸
術
家
っ
ぽ
い
で
す
よ

ね
。
こ
の
風
貌
だ
と
、
写
真
を

撮
ら
せ
て
も
ら
い
や
す
い
ん
で

す
よ
ね
（
笑
）。

　

そ
う
言
っ
て
、
穏
や
か
に
笑
う
渡
辺

先
生
。
ど
ん
な
時
も
、
自
分
が
持
っ
て

い
る
知
識
と
感
性
で
、
自
分
の
目
の
前

に
い
る
人
の
た
め
に
努
力
を
す
る
と

仰
っ
て
、
柔
ら
か
い
口
調
で
お
答
え
下

さ
っ
た
先
生
の
優
し
い
笑
顔
か
ら
、
先

生
の
お
人
柄
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

同
じ
趣
味
を
持
つ
渡
辺
先
生
と
の
お

話
は
尽
き
ず
、
こ
こ
で
は
お
伝
え
で
き

な
い
ほ
ど
で
し
た
。

　

山
田
理
事
長
よ
り
、
先
生
の
楽
器
の

腕
前
は
素
晴
ら
し
い
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
ご
披
露
頂
け
る
機
会
を
、
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
楽
し
い
時
間
を
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
事
務
部
総
務
課
　
髙
野
）

「
目
の
前
に
い
る
人
に
、

人
と
し
て
真
摯
に
向
き

合
う
」

診療部長の
渡辺先生
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共に働く仲間をお待ちしております！

看 護 師 募 集

お問い合わせ先

重症心身障害児者施設　久山療育園重症児者医療療育センター
〒811-2501　福岡県糟屋郡久山町大字久原1869

TEL.092-976-2281　※まずは連絡の上、履歴書をお送り下さい（担当：看護部　曽根崎）

重い心身障害児者に愛の手を
　心身に重い障害を負い、それでも懸命に生きようとする重症心
身障害児者の姿に、私たちは「生きること」「生命の大切さ」を教え
られます。
　久山療育園は地域に開かれた、新しい福祉社会の実現を目指し
ています。そのため、毎日たくさんのボランティアや見学者が訪
れています。
　久山療育園での看護は看護総論で学んだことを全て活かし、看
護の原点を見つめる場です。あなたの豊かな感性と、観察力、や
さしさを求めています。あなたの看護に対する理想と情熱で、こ
の方たちに愛の手をさしのべてみませんか。
　まずは、どうぞ、久山療育園をお尋ね下さい。

概　要
■経営主体：社会福祉法人・バプテスト心身障害児（者）を守る会
■理 事 長：山田　雄次
■園　　長：宮﨑　信義（内科医師）
■開　　設：1976年（昭和51年）9月25日
■敷　　地：9,236.95㎡
■延床面積：7,134.63㎡
■建　　物：管理棟、めぐみ棟、ひかり棟、生活重点棟、通所棟、地域交流ホール、家族宿泊施設、研修室、

看護職員宿舎（18室）
■入所児（者）数：94人（短期入所６人）
■通所（多機能型）：１日16人
■診 療 科：内科、小児科、リハビリテーション科、歯科

在宅重症心身障害児者対象の事業：
・療養介護事業
・生活介護事業
・障害児入所支援事業
・短期入所事業
・通所事業
・生活介護事業、放課後等デイサービス
・児童発達支援事業
・地域療育等支援事業、指定相談支援事業、指定特定相談支援事業、障害児相談支援事業
・市町村障害者相談支援事業受託、地域生活支援事業

勤務時間
３交替制

　７：００～１６：００（早出）	 　８：００～１７：００（日勤）
１１：００～２０：００（遅出）	 １２：００～２１：００（中勤）
１５：３０～　０：３０（準夜）	 　０：００～　９：００（深夜）

夜勤専門も可能
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バ
プ
テ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ー
友
の
会
の

２
０
１
３
年
度
総
会
が
、
6
／
27（
木
）

に
福
岡
教
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年

に
も
増
し
て
多
い
参
加
者
で
し
た
。

　
礼
拝
に
続
い
て
、
山
田
雄
次
法
人
理

事
長
と
宮
崎
信
義
セ
ン
タ
ー
長
の
挨
拶

の
後
、
議
事
に
入
り
、
２
０
１
２
年
度

の
活
動
、
決
算
と
、
２
０
１
３
年
度
活

動
計
画
と
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
久
山
療
育
園
に
は
３
，
５
２
７
，

１
７
８
円
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　「
友
の
会
」の
働
き
は
、
会
員
と
な
っ

て
会
費
や
献
金
な
ど
を
納
め
て
活
動
を

支
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
年
度
の
総

会
で
承
認
さ
れ
た
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
や

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
、
募
金
な
ど

の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
大

き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。「
友
の
会
」は

親
の
会
と
も
異
な
っ
た
運
動
体
で
あ

り
、
久
山
療
育
園
を
支
援
す
る
こ
と
を

通
し
て
、
重
症
心
身
障
害
児
者
の
方
々

が
置
か
れ
て
い
る
問
題
を
共
に
考
え
、

「
共
に
生
き
る
」こ
と
が
で
き
る
社
会
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
が
久
山
療
育
園
を
支

援
す
る
こ
と
は
、
単
に
一
民
間
施
設
を

支
援
す
る
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
り
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
在
宅
の
方
々
も
、

定
期
的
に
久
山
療
育
園
に
通
園
す
る
こ

と
で
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
こ

　 

久
山
療
育
園
で
は
中
期
５
ヶ
年
計

画
の
第
2
次
在
宅
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て「
在
宅
支
援
棟
」と
共
働
生
活
介

護
事
業「
ケ
ア
ホ
ー
ム
ひ
さ
や
ま
」の
建

設
を
目
指
し
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。「
在
宅
支
援
棟
」は
訪
問
看
護
、
居

宅
介
護
事
業(

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業)

な
ど
在
宅
支
援
の
拠
点
と
し
て
、
共
同

生
活
介
護
事
業「
ケ
ア
ホ
ー
ム
ひ
さ
や

ま
」は
医
療
病
床
の
増
床
が
難
し
い
中
、

障
害
の
重
症
化
や
親
の
高
齢
化
に
よ
り

厳
し
い
状
況
に
あ
る
在
宅
重
症
児
へ
の

支
援
の
受
け
皿
と
し
て
在
宅
支
援
活
動

の
拡
充
・
強
化
を
目
指
す
新
し
い
事
業

の
取
組
み
で
す
。
久
山
療
育
園
が
取
組

も
う
と
し
て
い
る
新
し
い
こ
の
事
業
は

在
宅
重
症
児
者(

家
庭)

か
ら
寄
せ
ら

れ
て
い
る
強
い
支
援
の
訴
え
に
応
え
て

行
う
も
の
で
す
が
、
事
業
の
推
進
は
非

常
に
厳
し
く
特
別
な
支
援
が
必
要
と
さ

れ
、
建
築
の
た
め
の
募
金
と「
ケ
ア
ホ
ー

ム
ひ
さ
や
ま
」の
運
営
支
援(

年
間
１
，

２
０
０
万
円
の
赤
字
の
補
填))

が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
重
症
児
者
を
対
象
と

し
た「
ケ
ア
ホ
ー
ム
ひ
さ
や
ま
」開
設
の

取
組
み
を
是
非
成
功
さ
せ
た
い
と
願
い

“
コ
ロ
ニ
ー
友
の
会
挙
げ
て
支
援
し
て

ゆ
く
”
と
い
う
こ
と
を
運
営
委
員
会

で
協
議
し
、
総
会
に
計
り
決
議
さ
れ
ま

し
た
。

う
い
う
わ
け
で
、
久
山
療
育
園
を
支
援

す
る
こ
と
を
通
し
て
、
入
所
し
て
い
な

い
在
宅
の
重
症
児
者
の
方
々
を
も
支
援

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
園
に
は
地
域
の「
セ
ン

タ
ー
」と
し
て
の
役
割
の
充
実
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
総
会
で
も
、
こ
の
点
に
関

し
て
、
多
く
の
時
間
が
割
か
れ
ま
し
た
。

福
岡
県
が
初
め
て
実
施
し
た「
在
宅
重

症
児
者
実
態
調
査
」に
よ
り
ま
す
と
、

県
内
の
在
宅
重
症
児
者
は
１
，
７
５
７

名
で
、
人
口
の
０
・
０
３
４
％
に
当
た

り
、
成
人
が
6
割
に
達
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
全
体
の
4
割
が
寝
た
き
り
で
、

人
工
呼
吸
、
痰
吸
引
な
ど
の
医
療
的
ケ

ア
が
必
要
な
状
態
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

障
害
の
重
度
化
や
親
の
高
齢
化
で
在
宅

家
庭
へ
の
支
援
は
、
必
要
の
度
合
い
を

増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
情
を

背
景
に
、
今
年
度
は
久
山
療
育
園
が
在

宅
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、「
ケ
ア

ホ
ー
ム
ひ
さ
や
ま
」（
定
員
10
名
）を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、「
友
の
会
」と

し
て
も
こ
れ
を
支

援
し
て
行
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。（
福
岡
ベ
タ

ニ
ヤ
村
教
会
）

　
コ
ロ
ニ
ー
友
の
会
の
平
常
活
動
に
加

え
て
以
下
２
つ
の
取
組
み
を
進
め
て
ゆ

き
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

１
、
建
築
募
金（
3
年
間
で
３
０
０
万

円
）の
協
力
に
つ
い
て

　
1
年
間
１
０
０
万
円
、
3
年
間
で

３
０
０
万
円
の
募
金
を
行
い
建
設
事
業

に
協
力
す
る
。

実
現
の
裏
付
け

１
．
北
海
道
ば
れ
い
し
ょ
と
か
ぼ

ち
ゃ
１
，
２
０
０
箱
販
売
に
よ

る
収
益
献
金（
目
標
50
万
円
）

２
．
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
よ
る
大
名

ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン
で
の「
久
山

デ
ー
」の
開
催（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
・
ミ
ニ
バ
ザ
ー
そ

の
他
の
献
金
）

３
．
教
会
・
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
で
の

ミ
ニ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
及

び
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
開
催

４
．
３
年
間
に
限
っ
た
個
人
献
金
の

呼
び
か
け　
　
　
　

２
、「
ケ
ア
ホ
ー
ム
ひ
さ
や
ま
」の
運
営

支
援
の
強
化
を
め
ざ
す
取
組
み

　
久
山
療
育
園
へ
の
コ
ロ
ニ
ー
友
の
会

か
ら
の
献
金（
今
年
度
は
３
７
４
万
円
）

は
今
後
全
額「
ケ
ア
ホ
ー
ム
ひ
さ
や
ま
」

の
運
営
支
援
献
金
と
し
て
献
げ
事
業
の

運
営
推
進
に
協
力
す
る
。

バ
プ
テ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ー
友
の
会「
か
べ
し
ん
ぶ
ん
」

２
０
１
３
年
度　

定
期
総
会
を
終
え
て

バ
プ
テ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ー
友
の
会
　
会
長
　
伊
　
原
　
幹
　
治

バ
プ
テ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ー
友
の
会

２
０
１
３
年
度
の
取
り
組
み

　
献
金
の
増
額
は
年
間
１
５
０
名
の
友

の
会
員
の
獲
得
に
よ
る
会
員
の
増
加
に

よ
る
会
費
納
入
を
裏
付
け
と
し
、
支
援

組
織
の
一
層
の
強
化
を
計
る
。

年
間
テ
ー
マ「
改
め
て
バ
プ
テ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ー
友
の
会
活
動
の
強
化

を
目
指
し
て
」
―
新
し
い
在
宅
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
久
山
療

育
園
と
の
伴
走
を
と
お
し
て
―

経常献金 (ケアホームひさやま運営支援 )（年間赤字予想額1,200万円の補填に向けた）目標
友の会員数 年会費 ｺﾛﾆｰ友の会費 +　街頭募金 +　ｺﾛﾆｰ献金 + ﾁｬﾘﾃｨｰｺﾝｻｰﾄ献金 ＝収入合計 - 活動費 ＝ 久山療育園への献金額

2013年度 850人 2,400円 204万円 70万円 150万円 70万円 494万円 120万円 ３７４万円

2013年度 850人 2,400円 204万円 70万円 150万円 70万円 494万円 120万円 ３７４万円

2014年度 1000人 2,400円 240万円 70万円 150万円 70万円 530万円 120万円 ４１０万円

2015年度 1150人 2,400円 276万円 70万円 150万円 70万円 566万円 120万円 ４４６万円

2016年度 1300人 2,400円 312万円 70万円 150万円 70万円 602万円 120万円 ４８２万円

2017年度 1450人 2,400円 348万円 70万円 150万円 70万円 638万円 120万円 ５１８万円

2018年度 1600人 2,400円 384万円 70万円 150万円 70万円 674万円 120万円 ５５４万円

2019年度 1750人 2,400円 420万円 70万円 150万円 70万円 710万円 120万円 ５９０万円

2013 年 9 月 1 日 第 172 号（14）愛　の　手　を



　現在、久山療育園では在宅重症児者およびその保護者の方々
への支援を目的とした、新たな施設「在宅支援棟及び共同生
活介護棟（ケアホームひさやま）」の建築に向けて、福岡県、
久山町、バプテストコロニー友の会、保護者、その他多くの
関係者のご協力を得ながら建築計画を進めております。新た
な施設の購入予定土地面積は 2198㎡、敷地内面積は 1842㎡
となる予定で総工費を 4 億と試算しています。久山療育園で
は、在宅支援建築献金目標を 2013 年～ 2015 年度にかけて毎
年 1,000 万円として、第 37 回開園祭開催日である 2013 年 9
月 23 日より、新たな募金を開始することと致しました。
　詳しくは 9 月中旬完成予定の専用チラシに記載の予定です
が、ご支援下さる方々、関係者の皆様へ広くご協力を呼びか
けさせて頂きます。尚、参考までに新たな募金の振込口座の
案内を右記致しますのでご参照下さい。

………（名　　　義）………
在宅支援プロジェクト

「ケアホームひさやま」募金

………（金 融 機 関）………
西日本シティ銀行　久山支店

店番 739　口座番号 3002812（普）

………（問合わせ先）………
久山療育園事務部
℡ 092 － 976―2281

在宅支援プロジェクト委員会
および設立準備室からのお知らせ

在宅支援棟（夜景）

在宅支援棟（昼景）

（15）第 172 号 2013 年 9 月 1 日愛　の　手　を



　
今
年
の
梅
雨
は
前
半

こ
そ
雨
量
の
少
な
さ
が

心
配
さ
れ
た
も
の
の
、
６

月
後
半
か
ら
７
月
前
半

に
か
け
て
ま
と
ま
っ
た

雨
の
続
く
日
々
を
重
ね

た
。

　
横
殴
り
の
雨
で
、
窓

か
ら
外
を
見
る
と
、
ま

る
で
滝
の
裏
側
に
あ
る

よ
う
な
大
雨
に
見
舞
わ

れ
た
７
月
６
日
土
曜
日

に
、
２
０
１
３
年
度
前

半
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

習
会
の
日
を
迎
え
た
。
６

年
前
に
現
在
の
よ
う
な

内
容
と
し
、
年
二
回
開

催
が
続
け
ら
れ
て
い
る

が
、
地
域
か
ら
久
山
療

育
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
を
持
つ
受
講
者

の
方
々
を
毎
回
迎
え
る

こ
と
の
で
き
る
有
難
さ

を
思
う
。
今
回
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
習
会
の
中

で
も
新
た
な
参
加
者
の

方
々
へ
、
ベ
テ
ラ
ン
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ご
自
身

の
体
験
談
を
語
る
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
れ
ら
れ
た
。

　
ご
近
所
の
知
人
が
久

山
療
育
園
へ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
出
向
く
姿
を

見
か
け
て
、「
ど
こ
へ

出
か
け
て
ら
っ
し
ゃ
る

歩
行
器

　
七
月
六
日(

土)
、
今
年
度
一
回

目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
を
行
い

ま
し
た
。
事
情
が
あ
り
事
前
に
キ
ャ

ン
セ
ル
さ
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
が
、
八
名
の
方(

社
会
人
六

名
・
学
生
二
名)

に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
日
は
朝
か
ら
豪
雨
で
、
移

動
が
と
て
も
大
変
な
状
況
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
予
定
通
り
来
園
さ
れ
、
と
て

も
熱
心
に
受
講
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
」（
社
会
人
）

「
送
迎
バ
ス
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
本
当
に
必
要
と
さ

れ
て
い
る
の
だ
な
と
感
じ
た
」（
社
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り

チャリティーバザー用品募集
食品・石鹸・タオル・リネン・アクセサリー・
陶器・雑貨等（未使用で販売可能な品物に
限る）
※衣類・古本はご遠慮下さい。

食品バザーチケット前売販売中
コーヒーセット、ジュース、カレーライス、
うどん、焼きそば、フランクフルト等

昨
年
の
バ
ザ
ー
会
場

の
？
」
と
質
問
し
た
事

が
き
っ
か
け
と
な
り
、

久
山
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
始
ま
っ
た
と
い
う
。

も
と
も
と
子
ど
も
が
大

好
き
で
、
久
山
で
も
利
用

者
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

が
楽
し
く
て
わ
く
わ
く

し
て
た
ま
ら
な
か
っ
た

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
ご

主
人
の
お
仕
事
の
都
合

で
十
年
以
上
を
関
西
で

過
ご
さ
れ
た
が
、
当
初

知
り
合
い
の
少
な
さ
に

苦
労
し
た
と
き
も
、
先

ず
は
新
し
い
場
所
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
生

き
生
き
と
関
わ
れ
る
環

境
を
探
さ
れ
た
そ
う
で

あ
る
。

　
ご
主
人
の
関
西
で
の

お
仕
事
が
終
わ
ら
れ
た

と
き
、
真
っ
先
に
「
久
山

へ
戻
れ
る
！
や
っ
た
ぁ
」

と
思
っ
て
下
さ
っ
た
。

　
利
用
者
の
方
々
と
触

れ
合
う
事
を
よ
ろ
こ
び
、

そ
の
関
わ
り
の
中
で
自

ら
が
元
気
に
な
っ
て
い

く
と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
の
お
話
を
聞

く
た
び
に
、
こ
こ
で
仕

事
を
行
お
う
と
決
め
た

当
時
の
自
ら
の
原
点
が

あ
っ
た
こ
と
を
思
い
起

こ
し
て
い
る
。（

Ｔ
・
Ｍ
）

第37回
開園祭のご案内
テーマ「障がい児者総合支援の実践」

◎開催日時
2013年9月23日（月・祝日）　9：30 ～ 14：30
◎開催場所
久山療育園重症児者医療療育センター室内及び屋外
　今年も地域の方々にたくさんお越しいただき、ゆっくり
利用者やご家族の方と触れ合っていただきたいと考えてい
ます。
　皆様のご来園をお待ちしています。

喫茶・展示	 09：30～ 14：00
感謝礼拝	 10：00～ 11：00
公開療育	 11：10～ 11：40
模擬店・食堂バザー	 11：10～ 14：00
チャリティ商品バザー	 11：40～ 14：00
ふれあい広場	 13：30～ 14：00

※スケジュールは一部変更される場合があります。

人
）

「
職
員
の
、
入
園
者
へ
の
深
い
愛
情
を

感
じ
た
」（
社
会
人
）

「
ご
家
族
の
体
験
談
が
一
番
印
象
に

残
っ
た
。
障
が
い
を
も
っ
た
子
と
の

人
生
、
施
設
に
入
所
さ
せ
た
時
の
気

持
ち
な
ど
、
様
々
な
思
い
が
深
く
伝

わ
っ
て
き
た
」（
社
会
人
）

「
ご
家
族
の
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
。

ま
ず
は
知
る
こ
と
か
ら
、
理
解
し
あ

い
共
に
支
え
あ
い
、
共
に
生
き
て
い

け
た
ら
と
思
う
」（
社
会
人
）

「
自
分
も
将
来
、
悩
み
や
相
談
を
か
か

え
た
人
に
対
し
、
話
を
聞
き
支
援
を

行
っ
て
い
け
る
よ
う
な
職
に
就
き
た

い
、
と
い
う
思
い
を
強
く
し
た
」（
学

生
）

「
　
“
み
え
る
も
の
で
は
な
く
、
み
え

な
い
も
の
に
目
を
そ
そ
ぐ
”
と
い
う

言
葉
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
」（
学

生
）

「
学
校
で
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
を
、
こ
の
講
習
会
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。
貴
重
な
時
間
だ
っ
た
」（
学

生
）

「
医
療
、
看
護
、
療
育
と
環
境
が
整
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」（
社
会
人
）

「
す
べ
て
は
理
念
か
ら
出
発
し
て
い
る

と
感
じ
た
」

(

社
会
人)

「
久
山
療
育
園
の
役
割
、
久
山
療
育
園

を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
、
そ
れ
を

支
え
よ
う
と
す
る
人
た
ち
…
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
の
話
が
聞
け
て
有
意

義
な
一
日
だ
っ
た
」(

社
会
人)

　
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
貴
重
な
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
園
か
ら
連
絡
を
し
て
も
い
い
、
と

こ
た
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
六
名
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
さ
っ
そ
く
園
の
夏
季

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

行
事
の
案
内
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
色
々
な
か
た
ち
で
園
と
つ
な

が
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。
　

　
二
回
目
の
講
習
会
は
十
一
月
九
日
（
土
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
御
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

相
談
支
援
員
　
山
田ボランティア講習会

久山療育園のホームページのURLが変わりました！
新URL→　http://www.hisayama-smid.jp/
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